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序

能登と越中を結ぶ能越自動車道は、東海北陸自動車道が北陸自動車

道と交差する小矢部・砺波 JCTか ら北上して、福岡町、高岡市、氷
見市を通り、石川県輪島市に至る高規格幹線道路として計画されまし

た。この能越自動車道及び関連アクセス道の建設に伴い、富山県文化

振興財団は平成 4年から、その計画路線内の多数の遺跡を発掘調査し

てまいりました。

本書は平成 5年度から7年度の三カ年間調査を実施した、小矢都市

から福岡町にかけて所在する石名田木舟遺跡の発掘調査報告書です。

石名田木舟遺跡は、天正13(1585)年の白山大地震で埋没・崩壊し

たと伝えられる木舟城の北西に位置しています。主な遺構には古墳時

代後期の古墳群、古代前期の掘立柱建物群、中世後期の礎石建物や土

台建物、掘立柱建物といった各種建物群、町屋を区画する溝、道路な

どが検出されました。遺物には古代の瓦塔や斎串、中世の木簡や武具

など、さまざまな生活の道具類などが出上しました。これらから古代

の村落や中世の城下町の姿を思い浮かべることができます。この発掘

調査の成果が、文献には表れない民衆生活をひもとく一助となり、今

後の研究に活用されれば幸いです。

本書をまとめるにあたり、関係機関や団体また諸氏のご指導をいた

だき厚く感謝いたします。

平成14年 3月

財団法人富山県文化振興財団

埋蔵文化財調査事務所

所 長 桃 野 真 晃



例 言

1 本書は富山県小矢部市石名田地内から西房波郡福岡町木舟地内にわたって所在する石名田木舟遺

跡の発掘調査報告書である。

2 調査は建設省北陸地方建設局 (現 国土交通省北陸地方整備局)か らの委託を受けて,財団法人

富山県文化振興財団が行った。

3 本遺跡の発掘調査期間と本書刊行までの整理期間は下記のとおりである。

調査期間   平成 5(1993)年 5月 11日 ～平成 7(1995)年 7月 25日

整理期間   平成■ (1999)年 4月 1日 ～平成14(2002)年 3月 31日

4 本書の編集・執筆は,池野正男,狩野 睦,酒井重洋,島田美佐子,中川道子,深堀 茜が担当

し,執筆分担は文末に記した。

5 遺物の写真撮影は,楠華堂 (代表 内田真紀子)に委託した。

6 自然科学的な分析は,以下の諸機関に委託し,その成果について報文を得た。

自然科学分析 パリノ・サーヴェイ株式会社

土 壌 分 析 株式会社 古環境研究所

土器胎上分析 土器胎土研究会 (代表 三辻利―)

木製品樹種同定 財団法人 元興寺文化財研究所

漆 塗 膜 分 析 漆器文化財科学研究所 (代表 四柳嘉章)

金 属 分 析 大澤正巳

7 発掘調査から本書の作成に至るまで,下記の方々から多大な御教示・御協力を得た。記して謝意

を表したい。 (敬称略,五十音順 )

赤羽久忠,伊藤隆三,宇野隆夫,鹿島昌也,佐藤聖子,寒川 旭,塚田一成,利波匡裕,富田正

弘,野末浩之,林 浩明,原田義範,藤田富士夫,本郷真紹,前川 要,水野正好,山口辰― ,

山森伸正,富山県教育委員会,富山県埋蔵文化財センター,小矢部市教育委員会,福岡町教育委

員会,北陸古代土器研究会



例

1 本書は3分冊からなる。第一分冊は古代以前編,第二分冊は中世以降編として本文,挿図及び表 ,
第三分冊は自然科学的分析と写真図版を掲載する。

2 時期別に検出した主な遺構・出土遺物の内容については,章末に一覧で掲載している。
3 時代区分は,古墳時代,古代,中世以降に分けた。
4 本書で示す方位は全て真北である。

5 挿図の縮尺は次の率を基本とし,各図の下に縮尺率を示す。なお遺物写真図版の縮尺は統一して
いない。

遺構 建物 :1/40～ 1/100,溝 :1/40,井戸 :1/20～ 1/40,土坑 :1/20～ 1/40

遺物 土器・陶磁器 :1/3～ 1/6,木製品 :1/1～ 1/12,石製品 :1/1～ 1/8,

金属製品 :1/1～ 1/4

遺構の略号は以下のとおりである。

SA:柵 , SB:建物, SD:溝, SE:井戸, SF:道路, SI:竪穴建物, SK:土坑 ,
SPI柱 穴,SX:そ の他

遺構番号は,調査時に地区毎に付 した番号にある一定の数値を加算して遺構番号とした。番号は

遺構の種類に関わらず連番号とするが,建物・柵・道路には新たに呑号を付した。各地区の遺構

番号に加算した数値は次の通りである。但し複数の地区にわたる遺構は,若い遺構番号で示す。

AE:加 算せず,AW:100,AN:500,Bl:600,B2:1000,C i 2900,D:4200
E l :5500, E2 :5900, F l :6200, F2 :6400, F3 :7000, F4 :9200, G :9600

H :9800

遺物は連香を付す。遺物番号は遺物観察表及び写真図版中の遺物番号と一致する。

施釉陶器等の釉の掛かる範囲は 1点破線で示した。 2種類以上の釉が掛かる場合や絵付けがされ

ている場合はトレースの濃淡で示した。

遺物の煤付着部分及び漆器の赤色漆の部分等,遺構図中の地山及び庚化物層等はスクリーントー

ンで示す。以下に図示したもの以外については,それぞれの図 。文を参照されたい。
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11 遺跡の略号は,A～ C地区が「351K―地区名」,D～ H地区が「091K―地区名」で,遺物の注

記には略号を用いた。

12 遺構一覧及び本文中で用いる遺構についての用語・数値等は以下のとおりとする。

掘立柱建物 :用語は「平城宮発掘調査報告Ⅶ」を参考とし,以下のように定義付ける。
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① 柱間や棟方向に関わらず建物の平面図の長軸を「桁
行」,建物の短軸を「梁行」とし,桁行 (間)×梁行

(関)の順に表記する。

② 建物の棟方位は,真北から建物の長軸の方位を測
る。その角度から建物を「東西棟」と「南北棟」に

分ける。

③ 建物の面積は長軸に短軸をかけた数値である。
④  「柱穴」とは柱位置に遺存する穴の総称とする。
⑤  「柱掘形」とは,掘立柱を据え付けるための穴のことで,「掘形埋土」とは柱根を固定する

ために柱掘形に入れた上のことである。

⑥  「柱根」とは,遺存している柱自体の下部のことであり,「柱痕跡」とは柱掘形の中の柱根
が立ったまま腐り消えて空洞になり,そこに上が流れ込んだもので,こ こでは柱根が抜き取ら

れたものも含む。

⑦ 柱穴の規模は,遺構確認面から測った数値である。
井戸 :井戸の部分名称及び型式分類については,宇野隆夫氏の「井戸の分類」注1を援用している。

① 各部の名称は,地上の施設を「井桁」,地下壁面の施設を「井戸側」,底の施設を「水溜」
とする。

② 型式分類は井戸側の部位の構造で分類する。
③ 井戸の断割図面において,地山の変化がわかるものは,ス クリーントーンで示した。
遺構一覧。遺物一覧 :観察表の凡例は以下のとおりである。

① 遺構の覆土に切り合い関係がある場合は,備考欄に新>古のように記号で示す。
② 法量はcm単位で示す。
③ 重量はg単位で示す。計測は大きさによって台秤と電子秤を使い分けた。
④ 胎土・色調・釉調は農林水産省農林水産技術会議事務局監修 財団法人日本色彩研究所 色

票監修「新版標準土色帖」・財団法人日本規格協会「標準色票 光沢版」を使用し,釉調の和
名は小学館『色の手帖』より似たものを使用した。なお,陶磁器のうち複数の色が見られる場

合は,最 も多く使用されている色を記し,その他は特記事項に記す。但し透明釉の場合は記入

しない。

③ 特記事項 :陶磁器については窯名・窯詰め技術 。墨書・刻印・ヘラ記号等を,珠洲 。瓦器・

中世土師器は胎土中の含有物を記す。木製品のうち漆器椀は漆の色を記すが,記載がない場合

は黒色漆であることを示す。

注 1 宇野隆夫 1982 「井戸考」『史林第65巻第 5号』

N一α
°―W  桁行 (長軸)
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第 I章 調 査 経 過

1 調査に至る経過

A 調査の契機
能越自動車道は,高規格幹線道路網の一環として昭和62年に策定された。路線は小矢部砺波」CT

(ジャンクション)か ら高岡市および氷見市を通過し,石川県輪島市に至る。また,既存の北陸自動

車道,東海北陸自動車道等と連結することにより,富山県北西部地域や能登地域と東京,名古屋,大

阪との交流の活性化と,地域幹線道路の交通緩和及び災害に強い道路網の形成を目的にしている。

道路の総延長は約100kmで,富山県内は約45km計画されており,小矢部東・福岡・高岡・高岡北・氷

見・灘浦の各 IC(イ ンターチェンジ)が設置される。

道路の建設計画は平成 2年 4月 に建設省から富山県教育委員会に示され,埋蔵文化財の取り扱いに

ついて建設省北陸建設局・富山県教育委員会・小矢都市教育委員会の三者により早々に協議が行われ

た。その結果,坦蔵文化財の分布状況を把握するため,小矢部市の用地買収完了地域で早急に分布調

査を実施することとなった。以後平成 3年 12月 に一部未買収で残っていた小矢部市域と福岡町域を,

次いで平成 5年 3月 に新たに高岡市域の分布調査を富山県教育委員会 (富山県埋蔵文化財センター)

が主体となり,当該市町教育委員会の協力を得て実施した。

B分 布 調 査
平成 2年度の分布調査は,小矢部市域で本線敷地内 (小矢部砺波」CT～福岡IC間 )と アクセス

道路敷地内 (国道 8号線芹川交差点～福岡 IC間 )を 4月 17・ 18日 の2日 間で実施され,両地内で新

たに6箇所の埋蔵文化財包蔵地の存在が確認された。これらは便宜上,本線敷地内をNE」 01,02・

03・ 04,ア クセス道路敷地内をNEJ― A-01・ 02と仮称された。調査結果は5月 24日 に建設省・富山

県道路課 。同企画用地課・富山県道路公社・富山県

教育委員会文化課・富山県埋蔵文化財センター・小

矢都市教育委員会の協議で報告された。

平成 3年度の分布調査は,福岡町域を主体とし12

月 3日 に実施された。本線敷地内 (福岡 IC～福岡

サービスエリア間),ア クセス道路敷地内の福岡町

域及び用地買収が完了した小矢部市芹川地内を対象

とし,両地内で 4箇所の埋蔵文化財包蔵地の存在が

確認された。本線敷地内はNE」 05・ 06・ 07,ア ク

セス道敷地内で前年度周知したNEJ―A01が福岡

町域で範囲を拡大したため拡大域をNE」 ―A-03,

小矢部市芹川地内をNE」 ―A-04と 仮称された。調

査結果は平成 4年 1月 10日 に建設省・富山県教育委

員会文化課・富山県埋蔵文化財センター・富山県文

化振興財団の協議で報告された。

平成 4年度の分布調査は,本線敷地内の高岡市笹
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1 調査に至る経過

川地内 (福岡サービスエリア～」R北陸本線間)で 3月 22日 に実施し,平成 3年度に実施した試掘調

査で明らかになった下老子遺跡 (NEJ 07)の 高岡市域への広がりとみてNE」 08と 仮称された。

調査の結果は建設省・富山県埋蔵文化財センターの協議で報告された。

平成 5年度の分布調査は,本線敷内の高岡市笹島・上渡地内 (」 R北陸本線～県道小野上渡線間)

で 3月 30日 に実施し,位置的状況から近世北陸街道との交錯推定地を確認した。調査の結果は建設省

・富山県埋蔵文化財センター・富山県文化振興財回の協議で報告された。

C試 掘 調 査

分布調査の結果報告で遺跡推定地の今後の取り扱いについて検討された。その結果,遺跡のより明確

な範囲と内容について把握するため,試掘調査を実施することとなった。なお,試掘調査は平成 2年

度は建設省から小矢部市教育委員会が,平成 3・ 5年度は富山県文化振興財国が委託を受け実施した。

平成 2年度の試掘調査は11月 1日 から12月 22日 まで実施した。その結果,NE」 04・ NEJ― A-01
,NE」 一A-02の 3箇所で遺跡を確認し,五社遺跡,石名田遺跡,地崎遺跡と命名された。また,本

調査の必要な面積は合計約54,000ぽ と確定した。試掘調査の結果は,平成 3年 2月 26日 に建設省・富

山県道路公社・富山県教育委員会文化課・富山県埋蔵文化財センター 。小矢都市教育委員会の協議で

報告された。

平成 3年度の試掘調査は 6月 1日 から7月 7日 まで実施した。その結果,NE」 -05,NEJ 06・

NEJ-07・ NE」 ―A-03の 4箇所で遺跡を確認した。NEJ-05は 開帯大滝遺跡,NEJ 06は 2地点

に分かれて衰島遺跡・江尻遺跡,NE」 -07は下老子遺跡,NEJ― A03は木舟地区で範囲が拡大した

ため石名田木舟遺跡と命名した。また,本調査の必要な面積は合計約130,900♂ と確定した。試掘調査

の結果は, 9月 17日 に建設省 。富山県教育委員会文化課・富山県埋蔵文化財センター 。富山県文化振

興財団の協議で報告された。

平成 6年度の試掘調査は6月 6日 から7月 4日 まで実施した。その結果,NE」 -08は笹川地区で範

囲が拡大したため下老子笹川遺跡と命名し,本調査の必要な面積は67,050♂ と確定した。試掘調査の

結果は, 9月 17日 に建設省・富山県埋蔵文化財センター・富山県文化振興財団の協議で報告された。

D本 調 査

本調査については平成 3年 4月 に,建設省・富山県教育委員会 (富山県埋蔵文化財センター)・ 富

山県文化振興財回の協議で,遺跡の範囲が確定している五社遺跡,石名田遺跡,地崎遺跡の本調査の

要望がなされた。その結果,富山県教育委員会及び富山県文化振興財団は東海北陸自動車道関連の調

査が終了する平成 4年度から,同財団埋蔵文化財調査事務所が能越自動車道関連の本調査を受託する

ことで合意し,調査体制の整備及び調査方法の検討を進めた。

初年の平成 4年度は最も南側に所在する五社遺跡を対象に, 7月 20日 から12月 27日 まで調査を実施

した。調査は一部用地買収の遅れと,新たに下層遺構の検出により平成 6年度まで実施した。

平成 5年度は平成 7年度末の福岡 IC供用開始を受け,調査体制をさらに整備し開帯大滝遺跡,石

名田木舟遺跡を主体に五社遺跡,地崎遺跡の本調査を4月 19日 から12月 21日 まで実施した。

平成 6年度は石名田木舟遺跡を中心に,用地買収の遅れていた五社遺跡の本調査を5月 18日 から平

成 7年 1月 19日 まで実施した。

平成 7年度は福岡 IC周辺で能越自動車道に係り,消滅する町道の代替え道路用地で石名田木舟遺

跡の調査を5月 17日 から7月 25日 まで実施した。また福岡 IC～福岡サービスエリア間で表島遺跡 ,

江尻遺跡,下老子笹川遺跡の調査を新たに開始した。 (狩野 睦 )



遺 跡 名 所 在 地 面   積 (r) 調査 期 間 遺 構 遺 物 時 代 面積(ド )

NEJ-01 小矢部市水島
分布調査   5,600 H24 17～ 4

試掘調査    271 ■2111～ 112 な し 珠洲  陶器 中世 近世

NE」 -02 小矢都市水鳥
分布調査  8,000 H2417～ 418

試掘調査   237 H2■ 1～ 112 な し 陶磁器 近世

NEJ-03 小矢部市道明
分布調査   16,800 H2417～ 418

試掘調査   1,184 H2111～ 112 な し 陶磁器 近世

NEJ-04
(五社遺跡)

小矢部市五社

分布調査  67,000 H2417～ 418

試掘調査  2,977 H2116～ 125 掘立柱建物・土坑・溝
須恵器 土師器 製塩
土器  中世土師器 ,珠

洲 輸入陶磁器

◎平安時代後半

◎中世

近世

32,000

本調査 (延べ )38,100 馳 720～ 12.27
掘立柱建物 井戸 土
坑・濡 畠 ,集石

須恵器 土師器 灰釉
陶器・緑釉陶器 製塩
土器 中世土師器 珠
洲 輸入陶磁器・木製
品・金属製品

◎平安時代後半

◎中世

近世

本調査 (廷べ )6,209 H5419～ 128
竪穴住居 掘立柱建

物 溝 畠 集石
須恵器 土師器 木製 ◎古墳時代中期

◎平安時代前半

本調査 (廷べ)6,990 H6518～ 1025
掘立柱建物 土坑

溝 柵

須恵器・土師器・製塩

土器 中世土師器 珠
洲・瀬戸美濃・輸入陶

磁器 木製品

◎平安時代後半

◎中世

NE」 -05

(開帯大滝遺跡)

福岡町開講

大滝

分布調査  78,400 H3123

試掘調査  4,660 H4619～ 77
掘立柱建物 井戸 土
坑 溝

中世土師器 珠洲 陶
磁器 木製品

◎中世

近世
25,300

本調査 (廷べ)28,063 H5519～ 1221
掘立柱建物 井戸 土
坑 溝 畠・柵 石

列 道路

中世土師器 珠洲 越
前・瀬戸美濃 輸入陶
磁器 陶磁器・木製品
石製品 ,金属製品

◎中世

近世

NE」 -06-b
(蓑島遺跡)

福岡町蓑島

分布調査  72,500 H3123

試掘調査  2,900

H4617～ 629 土抗・再 縄文土器 陶磁器 ◎縄文時代晩期

近世
3,400

NE」 -06-a
(江尻遺跡)

福 岡町江尻

H3123

腱 617～ 629 掘立柱建物 土坑 溝 弥生土器  中世土師器
弥生時代後期

中世

◎近世

12 100

NE」 -07

(下老子遺跡)
福岡町下乏子

分布調査  質,800 H3123

試掘調査   4,900 H461～ 617
竪穴住居 掘立柱建物
土坑 溝

弥生土器 石器 須恵
器 土師器・中世土師
器 珠洲 輸入陶磁器
陶磁器・木製品

◎弥生時代後期～末

古代

中世

◎近世

68,500

NE」一A-01
(石名田遺跡)

小矢部市

石名田

分布調査  25,200 H24 17～ 4

試掘調査   1,462 H31130～ 1213 掘立柱建物 土坑・溝
須恵器 土師器 中世
土師器・珠洲・輸入陶

磁器 木製品

◎奈良 平安時代
◎中世

近世

21,000

NE」―A-02
(地崎遺跡)

小矢部市地崎

分布調査  19,800 H24 17～ 4

試掘調査   1,049 H3■ 30～ 1221 掘立柱建物 穴 陶磁器 木製品 ◎近世

本調査    1,636 H5.5■～727
掘立柱建物・井戸 土
坑 溝

珠洲 人尾 瀬戸美濃
輸入陶磁器  陶磁器
木製品 石製品 金
属製品

◎近世

NE」―A-03
(石名田木舟

遺跡)

福岡町木舟

分布調査  32,600 H3123

試掘調査  2,100 H4616～ 71

竪穴住居 掘立柱建物
土坑 溝・抗列 礎
石建物 根大敷建物
埋菱状土坑

須恵器 土師器・中世
土師器 珠洲 越前
瀬戸美濃 輸入陶磁器
陶磁器・木製品

金属製品

◎古代

◎中世

近世

21,600

NE」―A-04 小矢都市芹川
分布調査  19,400 H3123

試掘調査 H4615～ 616 な し 陶磁器

NE」 -08

(下老子笹川

遺跡)

高岡市笹川

分布調査  i6,800 H5322

試掘調査   3,800 H666～74 土坑・溝

縄文土器 石器・弥生
土器 須忘器 土師器
中世土師器 珠洲

◎縄文時代晩期

弥生時代後期

奈良 平安時代
中世

67,050

近世北陸道 高岡市笹川 分布調査  67,200 H6330
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2 調 査 経 過

2 調 査 経 過

A調 査方法
発掘調査の基準となるグリッドの設定に際しては国家座標を用い,+76,000,-23.100を XOY0

とし,南北方向をX軸 ,東西方向をY軸 とした。グリッドは2m方眼とし,各グリッド名は右上のX

軸とY軸の座標とした。石名田木舟遺跡の発掘範囲はX36～ X267,Y41～ Y499ま でであり,調査区

は農道や用水,畦畔などでAN,AE,AW,Bl,B2,B3,Cl,C2,D,El,E2,F

l, F2, F3, F4, G, Hに 男渤ナてしヽる。

調査は表土・耕作土 。無遺物層の除去,包含層の発掘,遺構確認面の精査 。遺構の検出,遺構の発

掘,遺構の記録,写真撮影,空中写真測量,補足作業の順で行った。

表土・耕作土・無遺物層の除去は,人力掘削による調査の事前準備として,調査員立ち会いのもと,

試掘調査の結果をふまえ,基本層序を確認しながら,事業者側がバックホウにより行った。場所によ

っては無遺物層の除去も行った。

包含層の発掘はスコップ等を用い,人力で掘削した。排土はベルトコンベヤーを使用し,路線敷内

の調査区隣接地に集積し,ダ ンプによる調査区外への搬出は事業者側が行った。

遺構確認面の精査 。遺構の検出は,遺構確認面に達するとジョレンやねじり鎌で精査し,検出した

遺構はスプレーペンキ等でマーキングを行い,遺構概略図を作成した。検出した遺構には遺構番号を

付すが,各地区毎に遺構の種類に関わらず通し番号とした。また概略図には遺構上面の覆土色を記入

し,検討の材料とした。

遺構の発掘は柱穴・井戸・小さい土坑は長軸に沿って半裁,大 きい土坑は十字,ま たはそれ以上に,

溝は適宜に間隔をあけてセクションベルトを残し,移植ごてで発掘した。井戸の入力による完掘は最

小限にとどめ,重機により完掘した。

遺構の記録は断面図を20分の 1で実測し,遺構によっては10分の 1の遺物出土状況図を作成した。

各遺構の断面は35almカ メラで,出土状況図や個別の完掘写真・ブロック写真はプローニー判もあわせ

て撮影した。調査区の全景写真は4× 5イ ンチ判カメラで 2方向以上から撮影している。フィルムは,

3511mは カラーと白黒,ブローニー判・ 4× 5イ ンチ判はカラースライドと白黒を使用した。遺構の平

面図作成には空中写真浪1量 を利用し,面積によってリフトセンサーとラジコンヘリとヘリコプターを

使用した。人力で完掘できなかった井戸はバックホウで断ち害より,下層の層位,最終レベルの確認 ,

遣物の採集を行った。また,空中写真測量のために残した畦などをはずし,遺構の完掘を確認した。

B 調査の経過

調査は平成 5年度から平成 7年度にかけて行った。平成 5年度の調査は本線敷内の五社遣跡・開帯

大滝遣跡,ア クセス道路敷内の地崎遣跡・石名田木舟遺跡を対象に,調査員 2名 1班の体制で行つた。

石名田木舟遺跡の調査は建設省との協議のうえ,用水・道路を跨ぐボックスエ事に係る箇所から行っ

た。遺構検出面はA・ B地区では中世面のみ,C地区は一部が近世面と古代面の二面に分かれており,

近世面の調査終了後,下層の調査に入つた。なお,B3地 区においては,以前の回場整備および道路

改修の際の上砂採集掘削により遺構は全て削平され,撹乱穴からの遺物採集となった。調査総面積は

14,493♂ ,調査期間は5月 11日 ～12月 15日 である。平成 6年度は五社遺跡,石名田木舟遺跡の調査を

行った。石名田木舟遺跡の調査はE2地区が古代面のみ,GoH地 区が中世面のみである以外は複数

の遺構検出面があつたため,調査総面積は40,338ポ で,調査期間は5月 18日 ～平成 7年 1月 19日 まで
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2 調査経過

を要 した。平成 7年度は石名田木舟遺跡,本線敷内の衰島遺跡 。江尻遺跡・下老子笹川遺跡の調査を

行った。石名田木舟遺跡の調査は,平成 5年度に調査 したA地区の北60mに位置する,本線建設に係

り消滅する町道の代替道路用地で,遺構検出面は中世面のみである。調査面積は2,050♂,調査期間は

5月 17日 ～ 7月 25日 である。

地 区 調査期間 延べ日数 調 査 面積 調査 担 当者 検 出遺構 出土 遺 物

AN 平 成 7年 5月 17日
～ 7月 25日

32日 間 2,05011i 岡本淳一郎
柴口真澄

掘立柱建物,溝,井戸,土
坑

中世土師器,珠洲,瀬戸美濃 ,

越中瀬戸,瓦質土器,石製品 ,
製品

磁

属

青

金

AE 平成 5年 7月 21日
～ 9月 22日

3,322D了 美
子
和
慎
賀
前
佐
越

柱穴 ,構 ,井 戸 ,土 坑 須恵器,中世土師器,珠洲,越前 ,
輸入陶磁器,越中瀬戸,伊万里,唐
津,肥前,木製品,石製品,金属製
品

AW 平成 5年 8月 31日
～■ 月 9日

42日 間 2,0961ri 池野正男
谷杉廷子

掘立柱建物,41m,溝 ,井戸 ,

三坑
中世土師器,瀬戸美濃,青磁,白磁
青花,越中瀬戸,伊万里,木製品 ,

石製品,金属製品
Bl 平成 5年 9月 21日

～■ 月 16日
677コド 佐賀和美
越前慎子

掘立柱建物,溝,井戸,土
坑

須恵器,土師器,中世土師器,越前
輸入陶磁器,瓦質土器,越中瀬戸 ,
伊万里,唐津,肥前,木製品,金属
製品

B2 中世 上層 平成 6年

平成 6年 9月 8日
～ 10月 25日

平 成 6年 10月 26日
～ 12月 27日

日

日

・８

７

月

月

90日 間 2,9951n

2,500Dド

2,000nf

洋
澄
　
　
　
一洋
澄
　
　
一洋
澄

堰
喉
　
　
　
一煙娘
　
　
一姫唯

酒
柴
　
　
　
一酒
柴
　
　
一酒
柴

礎 石建 物 ,土 台建 物 ,掘 立
柱 建 物 ,柵 ,道 路 ,溝 ,井
戸 ,上 坑

掘 立柱 建 物 ,道 路 ,溝 ,井
戸 ,土 坑

掘 立柱 建物 ,柵 ,道 路 ,溝 ,

土 坑

須恵器,土師器,中世土師器,珠洲
越前,瀬戸美濃,青磁,白磁,青白
磁,青花,交趾三彩,瓦質土器,越
中瀬戸,伊万里,唐津,土製品,木
製品,石製品,金属製品,布,縄
須恵器,上師器,中世土師器,珠サH
越前,瀬戸美濃,青磁,白磁,青花
瓦質土器,木製品,石製品,金属製
品

47日 間 須恵器 ,

瀬戸美濃
土師器,中世土師器
,瓦塔,木製品

越 前

B3 平成 5年 10月 18日
～■ 月 5日

13日 間 523nf 池野正男
谷杉廷子

須 恵器 ,交 趾 三彩

Cl 平成 5年 9月 10日
～ 12月 15日

2,818∬ 神保孝造
森本英津子

竪穴建物,掘立柱建物,濤 ,

井戸,土坑
須恵器,土師器,製塩土器,中世土
師器,人尾,珠サH,越前,瀬戸美濃
輸入陶磁器,瓦質土器,越中顔戸 ,
伊万里,唐津,肥前,土製品,木製
品,石製品,金属製品

C2 近世面

古代面

平成 5年 5月 11日
～ 6月 22日

平成 5年 6月 24日
～ 9月 20日

1,6401n

3,417ポ

神保孝造
森本英津子

神保孝造
森本英津子

溝,井戸,上坑 伊 万里

溝,上坑,畠 須 恵器 ,土 師器

D  中世面

古代面

平 成 6年 7月 22日
～ 7月 29日

6日 間 500nf 池野正男
三島道子

溝 越 前 ,瀬 戸 美 濃
越 中瀬戸 ,唐 津

洲
花
珠
青

器
磁
師
白
品

土

，製

世
磁
属

中
青
金

平 成 6年 7月 22日
～■ 月 24日

81日 間 4,565111 池野正男
三島道子

掘立柱建物,柵,濤,上坑
畠

弥生土器,須恵器,上師器,製塩土
器,土製品,木製品,石製品

El 中世 面 平成 6年 5月 18日
～ 6月 22日

25日 間 900DF 島田美佐子
武田健次郎

溝 ,土 坑 須恵器,中世土師器,珠洲,越前 ,
瀬戸美濃,白磁,青白磁 ,越中瀬戸
伊万里,唐津,近世陶磁器,石製品

古代面 平 成 6年 6月 6日
～ 8月 12日

44日 間 3,324nF 島田美佐子
武田健次郎

掘立柱建物,溝,土坑,畠 須恵器 ,上 師器 ,土 製 品

E2 古代面 平成 6年 5月 18日
～ 8月 5日

45日 間 1.529nヤ 中川 道子
山元祐 人

柱穴,畠 ,溝 ,土坑 須恵器,土師器,中世土師器,珠洲
瀬戸美濃,青磁 ,青白磁,青花,越
中瀬戸,唐津

Fl 中世 面 平成 6年 5月 19日
～ 6月 28日

27日 間 1.000nF 男
子
工
道
野
島
池
三

溝 ,上 坑 中世土師器,珠洲,越前,青磁 ,越
中瀬戸,木製品,石製品,金属製品
須恵器,上師器古 代 面 平 成 6年 6月 29日

～ 8月 5日
21日 間 2,416ぽ 池野 正男

三 島道子

古墳,柱穴,濤 ,上坑,畠

F2 中世 面 平成 6年 9月 14日
～■ 月 29日

38日 間 3,346罰ド 肝郷
　
　
一併期

醸醍
　
　
一醸
醍

島武
　
　
一島
武

溝 , 土 坑 縄文土器,須恵器,土師器,中世土
師器,珠洲,越前,瀬戸美濃,青磁
白磁,青花,肥前,瓦質土器,木製
品,石製品,金属製品
須恵器.土師器,土製品日

日

月

月

１．

１

年
年

成

一

平 33日 間

F3 中世 面 平 成 6年 7月 6日
～ 12月 27日

平 成 6年 12月 12日
～ 7年 1月 19日

112日 間 3,147nF 中川道子
山元祐人

中川道子
山元祐人

土台建物,掘立柱建物,溝 ,

井戸,土坑

古墳,柱穴,溝,土坑

須恵器,土師器,中世土師器,珠洲
越前,瀬戸美濃,青磁,白磁,青花
肥前,瓦質土器,土製品,木製品 ,

石製品,金属製品
須恵器,上師器,木製品

F4 中世面

古代面

平 成 6年 7月 27日
～ 11月 1日

平 成 6年 10月 4日
～■ 月 18日

57日 間

30日 間

1,2271n

1 227nド

島田美佐子
武田健次郎

島田美佐子
武田健次郎

掘立柱建物,溝,井戸,土
坑

竪穴建物,溝,土坑,畠

中世土師器,珠洲,越前,瀬戸美濃
青磁,白磁,青花,瓦質土器,土製
品,木製品,石製品,金属製品
須恵器,土師器,土製品

G  中世 面 平 成 6年 11月 28日
～ 12月 26日

23日 間 1.024ば 男
子
正
道
野
島
池
三

柱 穴 ,溝 ,井 戸 ,土 坑 須恵器,中世土師器,珠洲,越前 ,

瀬戸美濃,青磁,白磁,伊万里,瓦
質土器,木製品,石製品

H  中世 面 平 成 6年 10月 24日
～ 12月 26日

49日 間 2,692nf 岡本淳一郎
森本英津子

柱穴,溝,井戸,土坑 須恵器,中世土師器,珠洲,越前 ,
瀬戸美濃,青磁 ,伊万里,瓦質土器
木製品,石製品,貝

第 2表 調査一覧
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C調 査 体 制

平成 5年度 (1993年度)

総  括  桃 野 真 晃

関   清

庶  務  大 房 友 明

中川 靖 夫

調査総括  池 野 正 男

調 査 員  神 保 孝 造

河 西 健 二

佐 賀 和 美

越 前 慎 子

谷 杉 廷 子

三 島 道 子

山元 祐 人

森本英津子

柴 口真 澄

平成 6年度 (1994年度)

総  括  桃 野 真 晃

関   清

庶  務  大 房 友 明

岩 崎 証 意

調査総括  池 野 正 男

調 査 員  酒 井 重 洋

岡本淳一郎

島田美佐子

中 川 道 子

三 島 道 子

山 元 祐 人

武田健次郎

森本英津子

柴 口真 澄

平成 7年度 (1995年度)

総  括  岸 本 雅 彼

加 藤 菩 吾

庶  務  大 房 友 明

岩 崎 証 意

調査総括  狩 野  睦

調 査 員  森   隆

岡本淳一郎

埋蔵文化財調査事務所所長

埋蔵文化財調査事務所所長代理

埋蔵文化財調査事務所主事

埋蔵文化財調査事務所主事

埋蔵文化財調査事務所調査第一係長

埋蔵文化財調査事務所主任

埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

埋蔵文化財調査事務所所長

埋蔵文化財調査事務所所長代理

埋蔵文化財調査事務所主任

埋蔵文化財調査事務所主事

坦蔵文化財調査事務所調査第一係長

坦蔵文化財調査事務所主任

埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

坦蔵文化財調査事務所文化財保護主事

埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

埋蔵文化財調査事務所所長心得

埋蔵文化財調査事務所副所長

埋蔵文化財調査事務所主任

埋蔵文化財調査事務所主事

埋蔵文化財調査事務所調査第二課長

埋蔵文化財調査事務所主任

埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事
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島田美佐子 埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

三 島 道 子 埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

山元 祐 人 埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

武田健次郎 埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

大 野 淳 也 埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

河西英津子 埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

柴 口真 澄 埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

D 現地説明会

発掘調査の結果を広 く一般に公開するために,年に 1回 ,調査工程を検討しながら対象地区を選定

して現地説明会を実施した。

平成 5(1993)年

9月 27日  新聞記者発表 。開催案内

9月 30日  各紙に掲載

10月 3日 石名田木舟遺跡C2地区を会場に,古代の竃付き竪穴建物や古代から中世の掘立柱建物

群等を公開した。現地には約280名 の見学者が訪れ,配付資料に基づく全体説明の後,自 由に見学した。

掘立柱建物は時期ごとに色分けした柱を用い復元した他,主要な遺構には調査員と解説パネルを配置

し,質問等に対応した。また,会場内には出土遺物や写真パネルを展示したり,遺跡紹介のビデオを

上映するコーナーを設け,他遺跡の調査状況も公開した。

平成 6(1994)年

10月 26日 新聞記者発表・開催案内

10月 28日  各紙に掲載

10月 30日  石名田木舟遺跡B2地区を会場に,木舟城の城下町とみられる町割りと様々な構造をも

つ建物群,古代の掘立柱建物群等を公開した。約250名 の見学者から遺構について多くの質問があり,

調査員が対応,解説した。

また,隣接して出土遺物・写真パネル等の展示 。

解説コーナーを設置し,調査中の他遺跡の状況も

紹介した。地元の歴史がより身近なものと感じら

れ,埋蔵文化財への理解が一層深まるように考慮

した。

礎石建物の解説

出土遺物の展示解説 遺構群 (古代)の解説
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E 整理の経過
出土遺物は各年度内に可能な限り洗浄 。注記・分類を行った。木製品・石製品・金属製品はメモ写

真を撮影し,整理台帳を作成した。木製品は収納・管理の便宜を図るためオートシーラーと専用フイ

ルムを用いてパックし,仮保管している。調査概要については『埋蔵文化財年報』(5)・ (6),『埋蔵

文化財調査概要一平成 7年度―」として発刊 している。

報告書刊行に向けての本格的な整理は,平成11年 4月 に開始した。■年度は遺物実測 。遺構の挿図

作成,12年度は遺物の挿図と図版作成 。写真撮影 。原稿執筆・編集,13年度は印刷を行った。

遺物の実測は土器・陶磁器・木製品の一部を調査員及び整理作業員が行った。その他の木製品・石

製品・金属製品については,業者委託による写真実測で行った。実測図は種類別の遺物カードに直接

書き込むか貼り込んで整理した。遺構の実測図・写真 。航空測量図は各台帳を作成して整理し,遺構

カードとともにパーソナルコンピュータを使用してデータ入力した。挿図にある遺構・遺物のデータ

は,観察表として掲載した。データ入力は人材派遣会社に委託し,整理作業員が補足した。

遺物の写真撮影は業者委託し, 4× 5イ ンチ判を基本に,白黒とカラースライドフイルムを使用し

た。写真図版には密着焼付または引き伸ばしたものを使用した。遺構写真・遺物写真のうち重要なも

のはプロフォトCD化 して保存した。

自然科学的分析は平成 9年度から平成12年度にかけて専門機関に委託し,結果報告を掲載した。

木製品 。金属製品のうち重要なものは,平成 9年度から平成12年度にかけて元興寺文化財研究所に

委託して保存処理を行った。

F整 理 体 制

平成11(1999)年度

総  括  桃 野 真 晃

谷 井 保 男

上 野  章

庶  務  宮 成 真 幸

江 本 裕 一

整理総括  狩 野  睦

担  当  島田美佐子

中 川 道 子

深 堀  茜

平成12(2000)年度

総  括  桃 野 真 晃

肥 田啓 章

上 野  章

庶  務  竹 中慎 一

江 本 裕 一

整理総括  狩 野  睦

担  当  島田美佐子

中 川 道 子

深 堀  茜

埋蔵文化財調査事務所所長

埋蔵文化財調査事務所副所長

埋蔵文化財調査事務所副所長

埋蔵文化財調査事務所主任

埋蔵文化財調査事務所主事

埋蔵文化財調査事務所調査第二課長

埋蔵文化財調査事務所主任

埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

埋蔵文化財調査事務所所長

埋蔵文化財調査事務所副所長

埋蔵文化財調査事務所副所長

埋蔵文化財調査事務所総務課課長補佐

埋蔵文化財調査事務所主事

埋蔵文化財調査事務所調査第二課長

埋蔵文化財調査事務所主任

埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事

埋蔵文化財調査事務所文化財保護主事 (中川道子 )
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地一立

富山県は本州のほぼ中央に位置しており,東を北アルプスに,西を両白山地及び西部丘陵に,南 を

飛騨高地に囲まれ,北は富山湾に面している。飛騨高原山地から北側に接して連なる音川山地,呉羽

丘陵は県中央部に突出し,東部の複合扇状地平野 (狭義の富山平野)と ,西部の砺波平野に三分して

いる。砺波平野北半の大部分は庄川新扇状地を形成し,面積約146kポで日本の沖積扇状地の中でも最大

級の面積を有している。扇状地上には庄川の変遷を示す河道跡が放射状に残っている。これに対して

小矢部川流域の平野は,庄川新扇状地の発達に押されて狭い低地となっており,小矢部川は丘陵裾を

蛇行して北流する。

小矢部市と福岡町は富山県西部に位置している。小矢都市は三方を丘陵性山地に囲まれ,北 と東は

福岡町と接している。小矢部市北部の丘陵は稲葉山 (347m)を 最高点とし,北東に進むにつれ高さを

減じて福岡町西部の宝達丘陵に連なり,高岡市へと通じている。西部は石動断層線と天田峠を通る国

道 8号線とに限られた地域で,極めて侵食されやすい砂山砂岩で構成されており,浸食谷が発達して

いる。南部は医工山の北側を占める蟹谷丘陵地域である。これらの丘陵は石川県との県境となってお

り,浸食谷の源流部に形成された倶利伽羅峠や砂子坂峠などは,古来より越中と加賀の交通の要所と

されてきた。東部には「散居村」地域としても著名な砺波平野が広がっている。

石名田木舟遺跡は小矢部市石名田,福岡町木舟地内にまたがって所在し,小矢部川と岸渡川に挟ま

れた河岸段丘上に立地している。標高は22～ 25mを測り,庄川新扇状地の先端部に位置する。遺跡が

所在する一帯は,古 くから沖積活動によって幾度となく流路を変えた庄川・小矢部川の氾濫による被

害を受けてきたことが知られている。標高20～ 30mの扇端部一帯は湧水地帯としても知られ,ま た,

標高10～ 15mの末端部では網目状流路をとる大小河川の浸食によつて複雑な微地形が発達している。

2 歴 史 的 環 境

石名田木舟遺跡の周辺では縄文時代から近世まで各時代の遺跡が認められるが,こ こでは時代を追

って主な遺跡について紹介していく。

縄文時代には小矢部川右岸では衰島遺跡 (5),下老子笹川遺跡 (7),高田新茅道遺跡 (17),

駒方遺跡 (18)な どがある。 4遺跡とも,標高10～ 20mの庄川扇状地端部に位置する縄文晩期の遺跡

である。下老子笹川遺跡は1995年 から4年間にわたって調査が行われ,縄文時代晩期では竪穴住居11

棟などが検出されている。小矢部川左岸では上野A遺跡 (41),桜町遺跡 (52)がある。桜町遺跡は

小矢部川と子撫川の合流地点から丘陵地帯の河岸段丘に広がる約60万ドの大規模な遺跡で,縄文時代

から現代に至るまで連綿と営まれた複合遺跡である。縄文時代については,草創期から晩期まで縄文

時代金期間の遺物が出土しており,中期末葉では木組みの水場施設が検出され,継手仕回のある建築

部材が転用されていた。また晩期では環状木柱列が検出されている。

弥生時代では小矢部川右岸に下老子笹川遺跡,石塚遺跡がある。下老子笹川遺跡では弥生時代後期

から終末期にかけての周溝を持つ建物26棟が検出された。当該期の上器のほか,水準器である「水盛

り」や農耕具などの木製品,製作工程の復元可能な管玉未製品などが出上している。石塚遺跡は弥生

7θ
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時代中期の拠点的集落として著名である。

古墳時代は小矢部川左岸の丘陵裾沿いの山腹斜面に,馬場古墳群 (26),加茂神社古墳群 (27),

下向田古墳群 (32),上野古墳群 (37),加茂横穴墓群 (30),桜町横穴墓群 (50)な どの古墳群や

横穴墓群がある。集落遺跡には古墳時代中期から近世までの複合遺跡である五社遺跡 (4)があり, 5

世紀中頃のカマ ドを有する竪穴建物が確認されている。

古代では,桜町遺跡で 6世紀末～ 8世紀前半の40棟 を越える建物と,古代北陸道と考えられる遺構

が検出され,律令期の中心が桜町周辺にあるものと推定されている。また小矢部市域には五社条里遺

跡 (10),田川条里遺跡 (48),桜町条里遺跡 (妥),石動条里遺跡 (55),衰輪条里遺跡 (64)な
どの条里型地割が多く残っており,小矢部川左岸にまとまって分布している。五社遺跡では条里地割

を示す溝が検出され,地割方向が時期によって変化することが確認された。古代から中世にかけての

砺波平野では,荘園が増大していき,小矢部市域では埴生庄・松永庄・糸岡庄など多くの荘園が成立

していった。五社遺跡では12世紀後半から15世紀にかけて, 7群 に区分できる掘立柱建物群が確認さ

れ,後白河天皇の皇女室町院の御領「糸岡庄」の所在の中心地と考えられている。

中世では倶利伽羅峠が合戦の舞台となるなど,交通・軍事の重要な拠点となった。平野を望む丘陵

部には鳴城 (29)や田川城 (43),今石動城,蓮沼城などの城館が築かれている。一方,平野部では

開帯大滝遺跡 (3)の南西約870mに木舟城跡 (9)がある。木舟城は寿永三 (1184)年に石黒氏が築

城したものといわれ,砺波地方の北部地域を支配する中心的な勢力となった。戦国時代末期には上杉

氏,佐々氏,前田氏の居城となり,天正十三 (1585)年の白山大地震によって崩壊したと伝えられて

いる。木舟城の城下である開神大滝遺跡では16世紀後半の町屋群が確認され, 2本の道路跡と短冊型

地割に整然と並ぶ建物や炉関連遺構などが検出されている。また,鍛冶 。鋳物関連の遺物が出土して

おり,鋳物師や鍛冶師などの職人集団が住む城下集落と考えられている。 F貴船城古今誌』に掲載さ

れている位置図と比較すると,鉄砲町・鍛冶屋町付近に相当する。木舟城の崩壊後は城主前田氏が今

石動城に遷ったため,城下の町人も石動や高岡などに移住し,農村地帯となっていった。

近世以降には砺波平野一帯は加賀藩の支配下に入り,灌漑用水の充実などの開拓政策によって開発

が進み,米の生産量は加賀百万石を支える要因ともなった。小矢部川左岸の石動には町奉行が置かれ,

北陸道の宿場町としても,年貢米の集散地としても重要な町となっていった。これに対し,小矢部川

右岸の平野部では地崎遺跡 (4)や江尻遺跡 (6)な どで屋敷跡が確認されているが,農村の域を出

ることはなかった。現在では豊かな水田地帯となっている。 (深堀 商)
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第 3図 周辺遺跡位置図
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13,15,16,17,

14,16.17,22,37
15,16,24,37

縄文・弥生・古墳・中世・

縄文・弥生・古墳・古代。中世 15,18,19,20,21
23

弥生・古墳。古代 。中世・

オオノントウ

田川城跡

部市田川字三角山

田川字三角山

田川三角山横穴墓群

田川条里

田川三角山西

1,2,3,4,5,6,
10,26,28,34,
36

森・西宮森・東中

第 3表 遺跡地名一覧
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第Ⅲ章 調査の概要

遺跡の概要

A 概 要

石名田木舟遺跡では 3カ年の発掘調査において,古墳時代後期から近世の遺構を検出している。こ

の間,発掘調査範囲内では連綿として集落が営まれていたわけではなく,主に古墳時代後期後半,古

代 (7世紀後半～ 9世紀),中世 (主に16世紀代),近世 (17世紀)において集落が営まれた痕跡が

認められている。また,こ れらの各時代の遺構の形成は範囲内全面に見られるわけではなく,時期に

よってその中心は移り変わっていっている。以下,石名田木舟遺跡の各時代の様相と変遷を概観した

ヤヽ。

古墳時代 遺跡の中央よりやや西寄り (Fl・ F2・ F3地区)で古墳の周溝と推定される弧を描

く溝を6条検出した。平面形から古墳の周溝と予想されたが,墳丘の痕跡,主体部等の施設は何ら検

出されず,溝の覆土からも遺物は検出できなかった。自然流路に沿うように東西に一列に並ぶ立地か

ら,こ の流路の存続時期と同時期に形成されたと推定している。自然流路の下層から出土した遺物の

時期から推定して 6世紀の古墳の周溝と考えている。

古代 古代の遺構は遺跡の中央から西側 (B2地区以西)で検出することができた。検出した遺構

は竪穴建物 7棟・掘立柱建物68棟・柵 4条・溝・畠・土坑である。竪穴建物は 7世紀後半の 4棟と8

世紀の 3棟に分かれ, 7世紀後半の竪穴建物は遺跡中央部と西端で検出している。中央部で検出した

2棟は他に比ベカマドの遺存状況も良く,周辺から製塩土器の破片が出上している。 8世紀の竪穴建

物はEl地区で検出したものだが,一部カマ ドと推定される痕跡が認められたのみで,平面形のみの

検出に止まっている。掘立柱建物の大多数は遺跡中央部のC,D地 区において検出されており, 8・
9世紀においてこれらの地区一帯が集落の中心だったことが窺われる。特にD地区では建物の切り合

いが多く,数時期の遺構の変遷が認められている。これらの建物はほとんどが側柱建物であるが,倉

庫と推定される2間 ×2間の総柱建物が 3棟見つかっており,大量に出土した土錘との関連も予測さ

れる。C,D地 区周辺の地区では建物の検出は散発的となり切り合い関係もほとんど見られないが,
F2地区では溝に囲まれた楕円形の大型楕円柱穴の建物が見つかっている。

中世 中世の遺構は建物形態から中世前半と推定する建物と中世後半の遺構を検出している。中世

前半の遺構はC地区において総柱建物が 3棟 とそれにともなう土坑が検出されたのみで,検出された

中世の遺構の時期のほとんどが中世後半である。中世後半の遺構は15世紀末から16世紀代を主体とし

ており,15世紀末から16世紀前半と16世紀後半に大きく分かれ,遺構の分布域も異にしている。15世

紀末から16世紀前半は遺跡西側のF3地区がその中心となり,その範囲はF2地区南端から遺跡西端

のH地区までである。F3地区を中心に敷地を大規模な区画溝によって区切り,内部に土台建物・掘

立柱建物などが構築される。区画溝は何度かの改変の手が加えられており,その中の溝の一つからは

「長享二年」 (1488年 )銘の木街が出土している。また,同 じ印花文をもつ風炉や火鉢など遺構の性

格を示唆する遺物も出土している。区画溝の外側にあたるG・ H地区では多数の石組井戸を検出して

おり,石組の遣存状況によって時期差が窺える。16世紀後半になると中世後半を特色とする遺物の出

上が少ないことから,一帯は集落としては衰退していったことが窺える。
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1 遺跡の概要

16世紀後半になると遺跡の中心は東側のB2地区に移る。この一帯は木舟城の城下町と考えられ,

道路や溝によって区切られた町屋的な様相を示している⑮建物の種類には礎石建物・土台建物・掘立

柱建物があり,区画溝からは当時の食生活を推測させる種子や炭化米などが出土している。また遺物

の種類や量においてもF3地区に比べ,輸入陶磁器の中国製白磁や青花,ベ トナム陶器の出土量が増

加し,物資の流通が盛んな町であったことが窺われる。炭化物層の存在から2度の火災にあったと推

定されるが,町は再建され, 3面の文化層が検出されている。B2地区の周辺のAW・ BloC地 区

からも16世紀代の遺構を検出しているが,B2地 区の町屋的な様相とはやや異なり,大 きな「 L」 字

形の区画溝によって敷地が区切られ,その中に建物が築かれている。C地区では区画溝から「大永二

年」 (1522年 )。 「天正十一年」 (1583年 )の銘をもつ鰐口が出上しており,周囲に神社または御堂

のような宗教的施設の存在が窺われる。しかし,繁栄を誇っていた城下町も地震による木舟城の埋没

によって16世紀末には衰退していったようである。

近世 遺跡東狽1に散発的に検出される。C地区において,17世紀前半の建物 3棟・井戸・土坑がや

やまとまって検出されたにとどまっている。

B 土   層

基本層序 基本層序と言っても総延長約 l kmに 及ぶ石名田木舟遺跡は東西に細長く延びており,東

端のAN地区から西端のH地区までを一括 りにして述べるのは不可能である。基本的には大きく分け

て近世・中世 。古代の 3つの遺構面を検出したわけではあるが,こ こでは東偵1の AN地区から順に西

に向かって土層の変化を辿ることにする。

路線から北に離れているAN地区と東端のAEoAW・ Bl地区は I層 :耕作土, Ⅱ層 :盛土 (ほ

場整備整地上),Ⅲ層 :暗灰黄色シルトまたは責褐色砂礫層となっており,遺物包含層の遺存は認め

られない。AW地区では I層の耕作土直下が砂礫層となっており,ほ場整備の削平が著しかった様子

が窺える。Bl地区も I層下に砂礫の混じる黒褐色シルトが堆積していたが,須恵器や土師器が混じ

る中にビール瓶までが混じることから,木舟公民館造成時または耕地整理時の盛土に起因する土と推

定されている。このように遺跡の東側の地区は遺物包含層がほとんど残っておらず,無遺物層の砂礫

層まで削平されている様子から,遺構が形成された当時の生活面も大きく改変されている可能性が高

い。逆にB2地区から西においては中世以前の遺物包含層が比較的よく残っており,削平の影響は少

ないと見受けられた。

B2地区では, I層 :耕作土,Ⅱ 層 :盛土,Ⅲ a層 :遺物包含層,Ⅲ b層 :炭化物層,Ⅲ c層 :整

地盛土,Ⅲ d層 :炭化物層,Ⅲ e層 :整地盛土,Ⅲ f層 :暗褐色粘質シルト,Ⅲ g層 :古代遺構検出

面,Ⅳ層 :地山砂礫層と分けられる。Ⅲ層のうち,Ⅲ c層 ,Ⅲ e層 ,Ⅲ f層の 3面の上面で遺構面を

検出した。炭化物層が大きな目安となり,火災か何らかの原因で当時の木舟城に伴う町屋が 2度の焼

失に遭いその都度整地盛土され,町屋が再建されたと推定される。15世紀末から16世紀後半までの約

100年間の間のことである。しかしながら,こ のように中世面が 3時期に分けて検出できたのはこのB

2地区だけである。隣接するB3地区は後世の土砂掘削により遺構はすべて削平されており,C地区
への連続性はない。

C地区は中央やや西よりに幅約20mの谷が南北に確認され,この谷の東西で土層に違いが見られる。

この谷は下層で古墳時代の土師器が出土しているが,上層では珠洲が出土しており,長い年月をかけ

てゆつくり埋まっていたものと推察される。基本層序は I層 :耕作土, Ⅱa層 :黒褐色ンルト, Ⅱb

層 :黒褐色シルト,Ⅲ層 :黒掲色シルト,Ⅳ層 :暗灰責色砂質シルト,V層 :オ リーブ掲色砂礫であ
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第Ⅲ章 調査の概要

るが,谷の東側はⅡb層が削平されてしまい残ってはいない。谷の西側ではⅢ層上面で近世の遺構を,

Ⅳ層上面で古代の遺構を検出している。しかし,谷の東側では古代から近世までの遺構を同一面 (Ⅳ

層上面)で検出している。

平成 6年度に調査したD地区からF4地区までは層序をほぼ統一することができた。 I層 :耕作土 ,
Ⅱa層 :黒褐色シルト,Ⅱ b層 :黒褐色シルト,Ⅱ c層 :黄褐色シルト (近世遺構検出面),Ⅲ a層 :

黒褐色シル ト,Ⅲ b層 :黒褐色シルト (中世遺構検出面),Ⅲ c層 :暗灰黄色砂質シルト,Ⅳ層 :責

灰色砂質シル ト (古代・古墳時代遺構検出面),V層 :黄褐色砂質ンルト (弥生時代包含層)である。
このうち近世面で遺構を検出したのはEl地区の一部だけで,性格がよくわからない穴や溝を検出し

ており,こ れらは近代に遡る可能性もある。中世の遺構はD・ Fl～ F4地区において検出している

が,遺構検出面のⅢb層の土色が黒色上であったために検出が難しく,Ⅲ c層上面まで下げて検出し

ている地区が多い。古墳時代にはEl・ E2・ Fl～ F3地区にまたがって自然流路が流れていたが ,
その流路が埋まった後に古代の遺構が形成されている。弥生時代の包含層であるV層は,D地区南西

部の部分的に見られる層位で,遺物が散発的に出上したにすぎないが,周囲に弥生時代の遺構の存在

を予測させるものである。

遺跡西端のG・ H地区は, I層の耕作土直下のⅡ層がほ場整備の整地土と推定される礫混じりの黒

褐色砂質シル トで,こ の下の遺構検出面はオリーブ褐色砂礫層となっている。両地区の西側は谷とな

って 1段下がっており,谷の上層には近世の水田に関連すると考えられる鉄分を多く含んだ上が堆積

し,その下で新しい谷と砂礫層上面で検出したF3・ F4地区と同時期の遺構を検出している。古い

方の谷からは須恵器などが出上しており,古代から谷地形であったことが推定される。概して,遺跡

の西側の中世の遺構検出面が砂礫層となっている範囲では,旧地形が現在より高く,上面が削平を受

けているものと考えられ,その範囲はF3・ F4地区の西側,G・ H地区の東側で帯状にのびている。

また,この範囲では古代の遺構は検出されず,その東側のⅣ層上面では検出されている。

(島田美佐子)

AE  AN

匡≡]炭化物層

基本層序

I層  耕作土

I'層  整地盛土

Цa層  近世遺物包含層 (黒褐色シルト)
Ⅱb層  近世遺物包含層 (黒褐色ンルト)
Ⅱc層  近世遺構検出面 (黄褐色シルト)
Ⅲぉ層 中世遺物包含層 (暗灰黄色粘質シルト)
Ⅲb層  中世遺構検出面 (黒褐色シルト)
皿e層  古代遺物包含層 (暗灰黄色砂質シルト)
V層  古代遺構検出面・弥生時代遺物包含層 (部分的)・無遺物層 (黄灰色砂質シルト)
V層  弥生時代遺構検出面 (灰黄色砂質シルト)

第 4図 基本層序模式図
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第Ⅳ章 遺構 。遺物

1 古墳時代以前

古代の遺構検出面と同じ面で古墳の周溝と推測される環状の溝がFl地区で 1基,F2地 区で 2基 ,

F3地区で 3基見つかつている。墳丘盛土は土層観察においては確認できず,削平によって消失した

ものと考えられる。主体部と思われる施設もFl地区の 1基に見られただけで,他の遺構では確認で

きなかった。なお,当財団の平成 6年度の F埋蔵文化財年報 (6)』 ではF2地区で古墳の周溝を 3

基検出したと報告しているが,そのうちの S D 6903に ついては出土した遺物を検討した結果, 9世紀

の上師器椀が出上していたことが判明し,溝 も部分検出であったことから,当報告書ではこの溝を古

代の溝として扱っている。これらの他にEl・ E2・ Fl・ F2・ F3地区にまたがる当期に流れて

いたとみなされる自然流路を 1条検出したが,こ の自然流路に沿うように古墳群が形成されてること

から,こ の流路の下層の時期と古墳の時期とはほぼ同じくらいと推定される。また,こ の流路が埋ま

った後の平坦面にはF2・ F3地区において古代の遺構が形成されている。

遺物は古墳の周溝からは細片しか出土しておらず,詳細な時期が特定できるものは出土していない。

自然流路からは下層から6世紀の遺物が出上しているが,埋没の最終段階で古代の遺物が出土してい

ることから,内容は古代の章で記述している。また,古代の包含層には6世紀の古墳時代の遺物が混

入しており,本来はこの時代の頂ですべて記述すべきであるが,古代の項目の包含層出上の遺物でま

とめて記述しているものもあり,時代毎のまとめについては考察において記述する。この他にも古墳

時代以前の遺物として包含層から打製石斧が,D地区の古代面の下層から弥生時代後期後半の上器が

1点出土している。なお,古墳の略号については,周溝のみであるためSDを使用している。

A 古   墳
1号古墳 (S D6270,第 5図 ,図版 3)

Fl地区の自然流路の左岸で幅約1.5mの環状に巡る古墳の周溝と推測される溝を検出した。溝の断

面形は「V」 字形で周溝の直径は約1lm,平面形は北東南西方向にやや長い不整円形である。南西側

は 7世紀前半の遺物が出上した S D6258に切られる。溝は主に,灰色砂質シル ト・炭化物が混じるオ

リーブ黒色砂質シルト・黄灰色砂質シルト・黒褐色砂質シルトの順に埋まっていった模様で,その中

からは時期が特定できない内外面ハケメの破片が 2点出土している。周溝内側のほぼ中央では長径2.1

m,短径0.5mの隅円長方形の浅い土坑 (S K6299)を 検出した。この上坑の主軸はN-60° ―Wを指

し,埋土は暗灰黄色砂質シルトで,深 さは約10cmと 浅い。遺物は出土していないが,位置的に主体部

の痕跡ではないかと推定される。古墳の時期は,時期を決定づける遺物の出上が無いため S D6258と

の切り合い関係から7世紀前半以前と推定される。

2号古墳 (S D6901,第 6図 )

1号古墳の南約20m,F2地 区でも古墳の周溝と推定される環状の溝を検出した。溝の幅は60cm～

140cm,深 さは10硼～20帥 と浅い。周溝の直径は約11.5m,平面形は北西南東方向にやや長い不整円形

である。埋土は暗灰責色粘質シルトを主体にする層で,わずかに炭化物が混じる。その他の古墳に伴

う施設を確認するために古墳中央を横切るようにサブトレンチを入れて下層の確認を行ったが,中央

より西側は上層より撹乱を受けており断面観察においても主体部の存在は確認できなかった。遺物の

′ど



第Ⅳ章 遺構・遺物

出土は無いが,同様の規格の溝が群をなしていることから,古墳の周溝 としてほぼ同時期の群の一画

を担っていたものと考える。

3号古墳 (S D6902,第 7図 )

2号古墳の南西約0.5mに近接して検出した古墳の周溝と推定される溝である。滞の幅約1.3m,断

面形は「VJ字形で,深 さは10cm～ 40cmで ,特に北側が浅くなっている。埋土は炭化物が混じる暗灰

黄色粘質シルトが主体で,中から時期が特定できない内外面ハケメの上師器の破片が出上している。

周溝の直径は約14.5mと 1号古墳 。2号古墳に比べ大きめで,平面形は南北方向にやや長い不整円形

である。周溝内部は精査を試みたが何ら施設は検出できなかった。この古墳も遺物からはその時期を

特定できないが,その他の古墳と同様の時期で,自然流路が流れていた 6世紀頃と推測している。

(島田美佐子)

4号古墳 (S D9024,第 8図,図版39)

周溝の一部を確認したもの。円形に巡るとみられ,群集墳の中では最大となる可能性が高いが, S

D7030等の中世の溝により全容は不明である。周溝の幅は最大3.4m,深 さ26cmを 測り,底部は水平で

ある。埋土は上層が炭化物が混じる暗黄灰色砂質シルトで,下層は礫が多く混じる責灰色砂質シルト

等が堆積する。出土遺物には土師器,須恵器 (1)があるが,遺物は極上層からの出土であり,古墳

とは時期を異にする可能性が高い。 1は須恵器杯 G。 口径 10。 1硼 ,器高 3 cmを測る。 7世紀第 4四半

期のもの。

5号古墳 (S D9032,第 9図 ,図版 4)

4号古墳から南2.5mで ,円形に巡る周溝を確認した。墳丘は削平されているうえ,中世の遺構によ

り撹乱を受けているため,主体部は確認できなかった。直径は周溝内側で約 9m,周溝最大幅1.4mを

測る円墳である。周溝の深さは北側が最も深く18c14で,溝は逆台形を呈している。東側が最も幅広く

なり,南側ではまだ逆台形を保っているが,西狽1に向かって浅くなり消滅する。埋土は暗灰黄色砂質

シルトで,南側は礫が混じる黄褐色砂質上である。遺物は出上していない。周溝内部にあるS D9043・

S D 9044は深さは 6 cm～ 8 cmと 浅いもので,繁がって方形に巡る可能性があるが,古墳に付属したも

のではないと考える。

6号古墳 (S D 9009,第 10図 ,図版 4)

5号古墳の西約 4mに位置し,円形に巡る周溝のみを確認した。墳丘は削平され,西半部分がSD

7003に 削られているが,直径は周溝内側で約 9m,周溝の最大幅1.8mを測る円墳である。周溝の深さ
は20cmで ,底部はほぼ水平であり,埋土は暗責灰色砂質シルトが主体である。遺物の出土はなく,主

体部も確認できなかった。当遺跡で確認した群集墳の中では最南端に位置する。

B 包含層出土遺物 (第 11図 ,図版39)

古墳時代の遺物にはF3地区の包含層出土の須恵器 (2・ 3)がある。

2は須恵器杯 Htt。 口径11,9cmを 測り,口縁内端部は内傾して稜をもつ。外面は頂部と口縁部の境

にわずかな稜をもつ。 3は須恵器屯。口径約18cm,器高約22c14を測る大型なもので,口頸部に波長が

短い櫛描波状文を巡らす。体部は上下 2条の沈線が巡り,下の沈線より下部は手持ち削りしている。

6世紀代のもの。

下層確認 トレンチ (第 12図 ,図版39)

古代面の調査中に,よ り下層から遺物が出土したため,下層確認の試掘調査を行った。試掘 トレン

チはX170～ 175以南に5箇所設定した。遺構は確認されず,遺物が出土したのは 1箇所のみで,層位

Fθ



古墳時代以前

SD6270
125Y6/3に ぶい黄色鵜貸シルト(25Y3/1灰 白色土カ ック状に滉)
225Y5/2暗灰黄色砂資シルト(25Yνユ灰白色土混)
3 25YO/1黒獨色砂質シルト(25Y3/1灰 白色土アロック状に滉)
425Y5/1黄灰色砂質シルト(炭化物混)
55Y3/1オ リーノ黒色砂質シルト(炭イヒ勤3%混 )
65Y4/1灰 色砂質ンルト(25Y3/1黒 褐色± 25Y8/1灰白色■3%混 )
■25Y5/3黄福色砂質シルト(25Y3/1黒 褐色■ /EIッ ク状に混)
a2うY7/4浅 質色砂質■ (25Y3/1黒 褐色■カ ック状に混)

SK6299
12う Y4/2嗜灰責色砂質ンルト(Z5Y3/ユ 黒召色土アロック状に3%混 )

第 5図 遺構実測図
1.2.3  1号

=写

瑚章(SD6270) 4.5 SK6299

刀

獅一ｂ
0             1:80            41D

甥



第Ⅳ章 遺構・遺物

SD6901
125Y4/2暗 灰黄色粘質シルト
225Y5/3黄褐色粘質ンルト
a'5Yジ銚 灰黄色砂質ンルト
■5Y6/1灰 色砂質シルト(25Y4/2暗 灰黄色粘質ンルトω%混 )
5 10YIt4/2X黄 褐色ンルト質粘■
625Y5/2暗灰黄色砂質シルト
■10YR3/1黒褐色粘質シルト(炭ILD混 )
a10YR3/ユ黒獨色粘質シルト(5Y5/2X色砂カ ック撫 こ20%混 .炭化物 植物遺体混 )
,10YR71禍仄色粘質ンルト
1025Y4/1黄 灰色粘質ンルト(植効遺体混)
■ 2うY5/1黄 灰色粘質ンルト(5Y6/1灰色砂ンロック状に20%混 )
12 111YR4/43色 粘質ンルト
185Y5/1灰 色砂質シルト(25Yνワ暗灰黄色粘質ンルト21%混 )
1■ 10YR4/3に ぶい黄褐色ンルト質粘上
I工 25Y4/2暗灰責色粘質ンルト(炭北物混 )
ld 5Y4/3オリーブ褐色粘質シルト
1■ 25Y6/2X賛色砂賓ンルト
1&2575/2暗 灰黄色粘質シルト(炭ILD混 )
1,2お V6/2「A黄色砂質シルト(25Y5/2暗 灰責色粘質シルト20%混 )
205Y5/1灰 色砂質シルト(炭化物混)

0             1:40            2m

第 6図 遺構実測図
2号古墳 (SD6901)
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古墳時代以前

＠

∞

螂潔訂
④ SK66馘

◎SK6∝3
ぎ

Ｋ６６５９③
／⑤
鰤

e▲

SK6613
Ｄ

ＳＫ６６‐

s⑬F 釜12
＼
1汁＼、、▼

SD6902
125Y42暗灰黄色粘質シルト
225Y3/1黒褐色シルト質粘土
a2うY3/1黒 渦色シルト質粘■ (炭化物混)
4 10YR4/ユ召灰色砂質シルト(25Y6/2灰 黄色粘土カ ック状に混 )
a25Y4/1黄灰色粘質ンルト(2う Y6/2X責色鵜土マーブル出 こ混)
G祭Ⅳ5/1黄灰色砂質シルト
725Y5/2暗灰黄色砂質ンルト(5Y5/1灰 色砂混)
8 10YR4/2X黄 褐色粘質シルト
925Y4/3オ リーブ褐色濡質シルト(5Y5/1灰 色砂混)
ユ025Y4/2暗灰黄色粘質シルト(炭化物混 )
■ 25Y4/1黄灰色粘質ンルト(炭化物混)
1225Y73オ リープ獨色粘質シルト(炭化物混)
1325Y4/2暗 灰黄色粘質シルト(5Y5/1灰 色砂質シルト混炭化物混)
1425Y4/1黄 灰色シルト質粘■ (炭化物混)
1525Y4/ユ 黄灰色粘質シルト(5Y5/2jRオリーブ色砂ユo%混 )
1625Y2/1黒 色鵜質ンルト(5Y5/ユ灰色砂30%混 .炭化物混)
1725Y5/ユ 黄灰色活質シルト
I■ 2るY57/ユ 黄灰色活質シルト(5Y5/1灰 色砂質シルト混 )

O             r40            2m

第 7図 遺構実測図
3号古墳 (SD6902)

"
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0              1:3會 ジ           15cm

SD9024
1 25FV2暗 灰黄色砂質シルト(炭化効滉)
225Yシ2暗灰黄色砂質■(3cm大の礫ユ0%混 )
825Y4/1黄灰色砂質シルト(5cnl大の礫力%混 )
425Y5/8責褐色砂質シルト
525Y4/3オ リー/1B色砂質■(lcn～ 5cm大の礫20%混 )
025Y5/2暗灰黄色砂質■(礫15%混 )
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σ

③ SK9040
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ぶ
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第 8図 遺構 。遺物実測図
4号古墳 (SD9024)
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l 古墳時代以前
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第 9図 遺構実測図
5号古墳 (SD9032)

〃

♀   甲   甲

SD9032
125Y5/8黄 褐色砂質■(礫15%混 )

1:40            2m

SD9032
125Y4/2暗 灰黄色砂質シルト
(灰白色■3%混 )
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SD9009
1 25VV2暗 灰黄色砂賓シルト(浅費色■5%混 )
広25Y5/2暗灰黄色砂質シルト(炭イヒ物混)
325Y5/3賞 獨色砂質シルト

0                      1:40                     2H」

第10図 遺構実測図
6号古墳 (SD9009)

0                         1:4                       20cm

0                       1:3                     15cm

第11図 遺物実測図 (ク  1/3,ラ  1/4)
包含層

必



1 古墳時代以前

はV層 (灰責掲色砂質シルト)か ら

である。V層 はX170以北Y223以西

の範囲でのみ確認されており,ほぼ

水平に堆積している。

遺物は帯状の窪みの周囲から炭化

物の固まりと共に出上しており,弥

生土器 (4)は一個体がつぶれた状

態で出上している他,内外面ハケメ

調整の奏もある。試掘調査では遺物

のみの確認にとどまったが,周囲に

は弥生時代の遺構が存在する可能性

がある。

4は複合口縁をもつ壺。口縁部に縦 2つの竹管状のスタンプ文が等間隔で 5箇所施され,外面は縦

妻一一壽
糞

第12図 遺物実測図 (1/3)
下層確認 トレンチ

0                                                  15cm

(中川道子 )方向のハケメ,内面は横方向のハケメ調整である。法仏式から月影式のもの。

2古  代

古代の遺構は遺跡の中央部,B2地 区・C地区・D地区・El・ E2地区,Fl地 区～F4地区の

約束西700mの範囲で検出できた。ほとんどの地区では上層面と分離した古代面として捉えることがで

きたが,C地区の中央西寄りを南北に流れる谷部東側では,上層の削平によって中 。近世の遺構と古

代の遺構を同一面で検出しており,中 。近世と古代の遺構の判断は,覆上の違いで判断できる遺構も

あるが,検出のために掘削を続けた範囲ではそれも難しく,最終的には遺構の切り合い関係・出土遺

物で判断している。従って,遺物が出上しなかった遺構については時期の判断ができない遺構が多く,

中 。近世の遺構と古代の遺構を明確に分類することはできなかった。

検出した遺構の種類は,竪穴建物 7椋・掘立柱建物68棟・柵 4条・溝・畠・土坑である。土坑は製

鉄関連の遺構も検出しているが,概 してその数は少ない。遺物には須恵器・土師器・製塩土器・管状

土錘,木製品などがある。特にD地区は他の地区に比べて遺物の出土量が非常に多く,建物群の性格

を考える上でも特徴となるであろう。

A竪 穴 建 物
1号竪穴建物 (S11,第 13・ 15'27図 ,図版 5。 6・ 39。 40)

C地区X217Y300で 検出した。規模は南北5。 7m,東西約5.5m,深 さは12cm,西辺は削平されてい

て,立ち上がりは推定ラインである。真上に中世の総柱建物 S B 147と それに伴う土坑 S K2917が重複

しているが, 4本の主柱穴と東壁に造りつけのカマ ドを検出することができた。柱穴の南北の柱間が

2.8m,東西3.lm,主軸はN-55° 一Wである。柱穴の埋土は住居内の埋土と同じ酸化鉄を含む黒褐

色土で,北東の柱穴はカマ ドの位置の影響で西に振れている。床面積は約31.35ぽである。東壁際には

一部周壁溝とも推定される浅い溝状の窪みの痕跡が見られるが,断定はできなかった。カマドは東壁

の中央から北寄りに造られており,カ マドの焚き口部から手前の床面上には焼土混じりの掻き出した

灰が大きく広がっている。カマ ドの構造は北側の袖部に荒割された石,南側の袖部に土師器の甕を埋

め込んでいる。焼成部には支脚の代わりに拳大の円礫と土器片を立て据えている。燃焼部内部には焼

土混じりの黒褐色土が充填されており,その上層には天丼落下土と推定される,粘性が強くて僅かに

%
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焼土が混じる黒褐色シルトが堆積していた。

遺物は須恵器 。土師器・製塩土器が出土している。須恵器は 7世紀第 3四半期の杯 G蓋,土師器は

内外面ハケメ調整の甕がカマ ド周辺から出土している。 9は ,内面にヨコ方向の浅いヘラ削りを施す

やや胴の張った甕である。11は ,カ マ ドの袖石に利用されて埋められていたやや平底風の奏である。

14は ,支脚に使用されていた奏の胴部片である。外面はタテ方向のハケメで下半に煤が付着している。

内面はヨコ方向のハケメで粘土接合痕が明瞭にわかる。15は ,尖底の製塩土器の体部の破片である。

表面はハケ状のもので縦方向にナデている。胎土には海綿骨針を含む。

2号竪穴建物 (S12,第 14・ 15・ 27図 ,図版 5,6・ 40)

C地区X216Y306, S11の 5m東で検出した。規模は南北5,55m,東西5.55mの ほぼ正方形で,

深さは約10cmで ある。上面は同じく古代の掘立建柱建物 S B13,中世の総柱建物 S B145に切られては

いるが, 4本の主柱穴,東壁に造りつけのカマドの痕跡を見つけることができた。柱穴の南北の柱間

が 3m,東西の柱間が2.7mで ,北東の柱穴はカマドの位置の影響でこれもまた,やや西に振れている。

柱穴埋土は礫混じりの暗灰責色シルトである。主軸はN-54° 一Wである。カマドはS11と 同じく

東壁の北寄りに造られていた模様で,両袖部にあたる位置に土師器の甕が伏せた状態で置かれていた。

燃焼部にあたる2個の甕の間には焼上が混じる黒褐色シルトが堆積していたが,煙道部回のあたりが

S B 145の注穴に切られており,煙道についてはSllを参考に推定ラインを示したものである。

遺物は須恵器・土師器・製塩土器が出土している。16は 7世紀第 3四半期の杯 G蓋である。18は袖

石に利用されていた土師器甕である。19は尖底の製塩土器で, S11出上のものより径が大きく,日

縁部に近い体部片で,外面はタテ方向,内面はヨコ方向にハケ状のものでナデている。

S11と S12は建物の方向,カ マドの位置が等しく,出土した遺物の時期もともに 7世紀第 3四

半期のものがほとんどであることからほぼ同時期の遺構ということがわかる。

3号竪穴建物 (S13)
F2地区の竪穴建物 (S13～ S15)は いずれも古墳時代の自然流路の埋上の上面に造られてお

り,砂質上のため検出が難しく,炭化物の混入具合を目安に平面形を検討した。検出のための削平を

加えた結果,遺構の深さは非常に浅いものとなっている。

S13は炭化物の混じる埋土から竪穴建物と推定した遺構である。方形のプランを呈していたと考
えたが,北半分を下層の古墳時代の流路の確認 トレンチに切られていて断定は難しい。柱穴・カマド

等は検出できなかった。遺物は土師器が出土している。

4号竪穴建物 (S14,第 16図 ,図版 6)

S13の 2.5m北 に位置する。規模は東西 3m,南北2.6mで ,東壁南寄りにカマ ドを造りつける。

住居内部には柱穴等の施設は検出できなかったが,床面の南西隅とカマドの焚口周辺には土師器の破

片が散乱していた。カマ ドは袖石などの施設は全く残っておらず,炭化物と焼土の広がりでそのプラ

ンを推定するしかない。遺物には土師器がある。

5号竪穴建物 (S15,第 16。 17図 ,図版 7・ 42)

S14の 10m北 に位置し, S B65が東に隣接する。規模は東西3.2m,南北2.9mの方形で,内部に

は柱穴は検出できなかった。北東と北西隅には径約 6mの円形の炭化物と焼上の広がりが検出された

が,その下層には何ら施設は検出できなかった。また,東辺中央には長軸1.2m,短軸0.5mの炭化物

の広がりがあり,その中央には高杯の脚部が据えられていた。この脚部はその出上位置からカマドの

支脚と考えられ,施設の痕跡は残ってはいないが,炭化物の広がりからもこの位置にカマドがあった

27
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Sl l
1 2 rDY3/2黒褐色シルト(酸化鉄混 )
225Y3/2黒獨色シルト
325Y3/2黒禍色ンルト(焼土混 )
425Y3/2黒褐色粘質■ (雅上混 )
5灰層
625Y3/2黒褐色絡質土
7 25YV3オ リーブ褐色ンルト
a2うY4/3オリーブ褐色ンルト(25Y3/2黒 褐色ンルト混)
02おY4/8オリーブ欄色ンルト
1025Y4/3オ リーブ褐色シルト(焼主混)
■ 25Yν l責灰色粘質土

P2
122う Y3/2黒 褐色主 (酸化鉄混)

0             1:40            2m

第13図 遺構実測図
S11

雰
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220r3/2黒獨色シルト(焼土混)
325Y3/2黒褐色シルト(2arν3黄褐色土滉)
425Y3/2黒褐色シルト

第14図 遺構実測図
S12

刀
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Si 4
125W5/2暗 灰責色砂質ンルト(炭化傷混)

ト

0                        1:80                       4D

第16図 遺構実測図
1.S14 2.S15

例
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と推定される。遺物は須恵器と土師器の高杯 (20)が

出土 している。高杯は短 く太い脚部をもつタイプで ,

ロクロ成形で内外面に赤彩を施す。この個体の破片は

古墳の周溝と推定される S D6903か らも出土 している。 0                                10cm

|

6号竪穴建物 (S16,第 18・ 19図 ,図版 7・ 8・
第17図 遺物実測図 (1/3)

40～ 42) S15

F4地区の北側で重複して2棟の竪穴建物を検出した。北側を上層の中世のS D9202に南側をSD
9203に挟まれた狭い範囲での検出で,新旧関係で古いS17は南側をS D9203に切られる。
新しいS16は南北5。 3m,東西3.7mの隅円長方形で,主軸はN-30° ―Eである。埋土は炭化物
が混じる褐灰色粘質シルトで,北側は中世のS D9202に削平されており,立ち上がりが高に比べ緩い。

また,床面の下層からはS D9584～ S D9585な どの南北に平行する幅約30cmの溝が見つかっており,

建物東側のS D 9586と合わせて柵状遺構を形成していたものと考えられる。竪穴建物はこの柵状遺構

を埋めて後に造られた模様で,整地後北東の床面には貼り床の痕跡が認められた。S D9583周辺には

焼土,焼けた石などが散乱しており,カマドの痕跡とも受け取れるが,上層の溝の削平で壊されてお

り,その構造は不明である。また,床面では柱穴は検出することができなかった。

物

号

建

番
地区 鰈
ｍ

面積

(ギ )

柱間

南北 (m)

柱間

東西 (m)
柱形式 方位 時期

図

号

挿

番

版

号

図

番
備考 出土遺物

S11 C 5,7× 5,5 31.35 3.1 4本 N-55° 一 Vヽ 7C 13・ 27 5・ 6・

39・ 40

カマ ド 須恵器・

土師器・

製塩土器

S12 C 5.5× 55 2.7 4本 N-54° 一 Vヽ 7C 14・ 27 5・ 6・

40

カマ ド 須恵器・

土師器・

製塩土器

S13 F2 8C 土師器

S14 F2 3.0× 2.6 8C 6 カマ ド 土師器

S15 F2 3.2× 2.9 9.28 8C 7 ・42 須恵器・

土師器

S16 F4 5.3× 3.7 N-30° 一E 7C ８

４２

・　

”

７

４０

須恵器・

土師器・

管状土錘

S17 F4 (5.3)× 3.5 18.55 N-30° 一E 7C 7・ 8・

40-42
カマ ド 土師器・

黒色土器

第 4表 竪穴建物一覧

謬



&iOYRν 叛 黄褐色粘質シルト(炭化物多数混)
α10YR4カ灰黄褐色粘質シルト(25Y6/3に ぶい費色砂質シルト

‐/uック状に混炭イヒ物混)

8/`騒こと 。
/ 
るもとも4

第Ⅳ章 遺構・遺物

圏  
貼床

0    。         r40            2m

八
い
い
参
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】
）

螂
５”

S16
125Y44/8に ぷい黄褐色砂質シルト
225V4/71黄 灰色粘質シルト(炭化物滉)
325Y5/1黄 灰色粘質シルト
4 10YR4/2灰 資福色粘質ンルト

睡 翻
S17

第18図 遣構実測図
S16・ S17

認
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第Ⅳ章 遺構・遺物

遺物は須恵器・土師器・土錘が出土している。S17

の北半を切っているので,出土遺物はS17の ものと混

在して出土していると考える。須恵器には杯蓋・杯・奏

がある。杯蓋は口径12cm前後の内面にかえりをもつ杯 G

蓋と,同 じく口径11.6cIIlの杯 B蓋に分かれる。23は建物

上面から出上しており,やや時期が下る。杯には杯 Bと

杯 Gがある。杯 Gは杯 G蓋 とセットとなるもので,口径

は11.7cm～ 12.4cm,体部は直線的に外反するものと緩く

内湾するものに分かれ,底部外面にヘラ記号のあるもの

もある。甕は小型の奏で,顎部に一束のカキメが施され

る。土師器には黒色土器 (高杯)。 甕・鍋がある。高杯

産亀警笞ζЬζ送≧ 3.ν
0         1:3        10cm

0           1:4         10cm

第20図 遺物実測図 (ν 1/3,″  1/4)
S17

はロクロ成形で,杯部の内面は黒色処理され,ヘラミガキが施される。甕には内外面ハケメ調整する

ものと,内外面の調整にカキメを施すものがある。器形は体部の張りが弱いものが多い。45は 口縁部

が内湾状を呈するもので,外傾する端面をもち内端部は小さく肥厚するタイプで外来系の特徴をもつ。

口縁部内面は横方向のハケメ,体部内外面は縦方向のハケメ調整である。48。 49は鍋で,直線上に外

反する口縁部をもち,内外面にはハケメ調整を施す。体部の張りは鋼としては弱く,器壁も薄い。こ

れらの上器は 7世紀第 4四半期のものである。土錘は管状土錘が 2点出土している。51は下端部が欠

損するが,ほぼ全形を知り得る。上端部はハケ状のもので撫でて調整しており,外面には一部圧痕状

の凹線が 5本残っている。

7号竪穴建物 (S17,第 18・ 20図,図版 7・ 8。 40～ 42)

S16の 下層南側で検出した。 S16と半分以上が重複するが,北辺中央にはカマ ドが遺存してい

た。規模は東西3.5mで ,南端は中世の溝 S D9203に切られる。上面はS16に削平されているが当初

の規模はS16と ほぼ同じだつたと考えられ,主軸もS16と 同じである。北辺の中央で検出された

カマ ドの燃焼部には支脚として利用された高杯の脚部が据えられていた。

遺物は, S16単独出土のものは少ない。カマドの支脚に利用された高杯 (52)は黒色土器で,杯

部口縁部は欠損する。脚部には 1条の沈線が巡り,脚端部内タト面には煤が付着する。53は内外面ハケ

メ調整の奏で共に時期は 7世紀第 4四半期である。S16と S17か ら出土した遺物を比べてみると,
ほとんど時期差はなく, 7世紀第 4四半期の中におさまる。このことから考えてもこの 2棟の竪穴建

物の時期差はあまり無く,建物規模やその規格性をみてもほぼ同じで, S16は S17の建て替えた

建物と予想される。 (島田美佐子)

“
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B 掘立柱建物

古代の石名田木舟遺跡では遺跡の中央部のB2・ CoD・ El・ F2地区で68棟の掘立柱建物を検

出した。特にC・ D地区だけで合わせて55棟の掘立柱建物を検出しており,集落の中心をなしていた

ことが窺える。

B2地区では調査区西側で古代の遺構を検出している。ここではほぼ北に主軸をもつ 3棟の掘立柱

建物を検出している。このうち 1棟は総柱建物である。主軸が北からやや東に振れるSBl・ 2と西

に振れるSB3に分かれる。

C地区は地区中央を古墳時代から南北に流れる谷を境に大きく東西に分かれる。特に東狽Iは後世の

削平が著しく,中世の遺構と古代の遺構を同一面で検出しているため,掘立柱建物の時期を決定づけ

ることは難しかった。時期の決定に際しては,遺構の切り合い関係を最重視し,これに出土遺物の検

討を加えて行った。埋土の違いも若千見られたが,遺構検出のために検出面を下げた場所ではその違

いも時期決定の裏付けとはならなかった。

D地区の古代建物の配置は,調査区の北 。東・西の 3ブロックがある。北ブロックは側柱建物 1棟

のみの検出であるが,周辺域に広がりが想定される。東ブロックはC地区や南側の調査区外に広がる

が,D地区調査区からは22棟が検出されている。内訳は側柱建物17棟 ,総柱建物が 5棟である。西ブ

ロックは建物は12棟検出したが,部分的な検出例が多く,かなりの数の建物が調査区外に広がると予

想される。柵は全地区の中で 4条検出している。B2地区で 3条,F2地 区で 1条検出しているが ,

建物に伴う柵はない。

1号掘立柱建物 (SBl,第 21。 23図 ,図版 9。 10,43)

B2地区の古代遺構検出地区の南東寄りで検出した 3間 ×2間の南北棟側柱建物である。中央部分

は撹乱や中世の溝によって切られている。桁行6.3m,梁行4.8mで ,平面積は30.24ポである。主軸は

N-5° 一Eである。柱掘形は平均直径90cm前後の円形が多く,深さは平均40cm前後で,掘形埋土は

責灰色シルトの単層である。柱痕跡はいずれの柱穴にも確認出来なかった。遺物はS P 1595と S P 2291

から出土している。 S P 1595か らはタト面赤彩の黒色土器の椀A(57)が出土している。 S P 2291か ら

は須恵器の杯 G・ 杯A(54・ 55)・ 甕 (56)が出土しており,遺物の時期は 7世紀第 4四半期から8

世紀後半におさまる。

2号掘立柱建物 (SB2,第 22・ 23図 ,図版 9)

SBlの北西に位置する2間 ×2間の東西棟総柱建物である。北西隅の柱穴は検出できなかったが ,

桁行4.2m,梁行3.5mで ,平面積は14.7ぽである。主軸はN-3° ―Eである。柱掘形は直径60m～

90側の円形で,深 さは30cm～ 45cmで ,掘形埋土は責灰色シルトで,柱痕跡は残っていない。遺物はS

P1517'S P 1571,S P 1580か ら土師器や須恵器が出土している。58は S P 1571か ら出土したもので,

端部が内傾する小型の手捏ねの重で,頸部には指押さえの跡が残る。

3号掘立柱建物 (SB3,第 22図 ,図版 9)

SB2の南側で検出した部分検出の掘立柱建物である。梁行が 2間で調査区南に延びる南北棟の側

柱建物になると推定される。梁行は5,8m,主軸はN-2° ―Wである。柱掘形は直径約90cm,深 さ25

cm～40cmの円形である。柱痕跡は残つていなかった。遺物は S P 1515か ら須恵器・土師器の小片が出

土している。

1号柵 (SAl,第 21図 ,図版10)

SBlの北東に位置し,主軸方向はSBlと ほぼ同じである。長さは5。 7m, 3基の柱穴の直径は40

代

“
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0                         4m

第22図 遺構実測図
1. SB 2  2. SB 3

cm～ 60cmの円形で,遺物の出土は無い。

2号柵 (SA2,第 21図,図版10)

SAlの南東に位置する4基の柱穴か

らなる柵。長さは5.Om,柱穴の直径は50

cm～ 60cmの円形である。柱痕跡は残って

おらず,遺物の出土は無い。

3号柵 (SA3,第 21図,図版10)

SA2の南に位置する411。 3基の柱穴

からなり,長さは4.5m,柱穴の直径は30

cm～50cmの 円形である。柱間の長さは2.3

m,埋土は黄灰色シルトの単層である。

遺物は S P 2289か ら土師器が出上してい

SBl
SP2291

る。これらのSAl～ SA3は建物に付属しているというよりは,東側の谷地形を意識して造られて

いるようである。

4号掘立柱建物 (SB4,第 24図 ,図版10・ 11)

C地区東北端で検出した2間 ×2間の南北棟側柱建物で,南側に1間の庇が付く。桁行5。 5m,梁行

3.8mで ,平面積は20,9『である。主軸は真北を向く。柱掘形は直径50cm～ 70cmの円形で,深さは15cm

～40cmである。掘形埋土は責褐色シルトの単層で,柱痕跡はどの柱穴からも検出出来なかった。遺物

の出土は無い。

0              113             15cm

SP2291

0              1:4             20cm

第23図 遺物実測図 (フ ,″ ,7・ ″ 1/3,7 1/4)
SB l  SK1594・ SP1595(す7) SP2291(5F～ π )
SB 2  SP1571(う 膠)

認
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5号掘立柱建物 (SB5,第 24・ 29図 ,図版11)

C地区東南端で検出した 2間 ×2間の総柱建物で,桁行と梁行はほぼ同じで,3.7mである。平面積

は13.69♂ ,主軸はN-28° 一Eである。柱掘形は一辺約70cm前後の方形で,深 さは約16cm～ 44cmであ

る。 S P 3919と S P 3922以外は段掘りとなっていて,柱根の位置がわかるが,断面には柱痕跡は残っ

ておらず,坦土は単層である。柱穴からは,須恵器・土師器 。加工木が出上している。64は S P 3914

から出土した輔の羽口である。外面は灰色に還元し,上端には黒色の鉱津が付着する。

6号掘立柱建物 (SB6,第 25図 ,図版12)

SB5の北西方向に位置する,ほぼ主軸を同じくする3棟の建物群のうちの 1棟。 2間 ×3間の南

北棟側柱建物で,桁行5。 8m,梁行 4m,平面積は23.2ぽである。主軸はN-37° 一Eである。柱掘形
は直径40cm～ 60cmの 円形で,深 さは15cm～ 23cmで ,掘形埋土は暗灰責色シルトの単層である。柱痕跡

は検出出来なかった。遺物は S P 3626。 S P 3628か ら土師器が出土している。

7号掘立柱建物 (SB7,第 25図 ,図版12)

SB6の南東に位置する2間 ×3間の南北棟側柱建物である。北西隅の柱穴は中世の溝 S D3535に

切られて検出出来なかった。桁行は5。 3m,梁行3.6m,平面積は19.08ポで,主軸はN-37° 一Eであ

る。柱掘形は直径50cm～ 70cmの円形で,深 さは10cm～ 30cm,掘形埋土は暗灰黄色シルトの単層である。

遺物の出土は無い。

8号掘立柱建物 (SB8,第 25図 ,図版12)

SB7の東に隣接する2間 ×2間の総柱建物である。桁行 。梁行ともに4.2mで ,平面積は17.64ぽ

である。主軸はN-34° ―E。 柱掘形は直径50cm～ 60cmの 円形で,深 さは10cm～ 25cmである。掘形埋

土は暗灰黄色シルトの単層である。遺物の出土は無い。

9号掘立柱建物 (SB9,第 26図 )
SB8の 10m北 に位置する2間 ×2間の東西棟側柱建物である。桁行3.2m,梁行2.9mで ,平面積
は9。 28♂である。主軸はN-77° 一Eである。柱掘形は直径60cmの 円形で,深 さは20cm～37cm,掘形

埋土は暗灰責色シルトの単層である。遺物は S P 3786。 S P 3787か ら土師器が出土する。

10号掘立柱建物 (S B10,第26図 ,図版13)

X210Y308で 検出した 2間 ×2間の東西棟総柱建物である。古代の上坑 S K3530の北に位置してい

る。上面がかなり後世の削平によって荒れており,柱穴からは中世の遺物が出上しているが,建物の

規模から古代の建物と判断している。桁行は4.7m,梁行は3,7m,主軸はN-7° 一Eである。柱掘

形は直径60cm～ 80cmの 円形がほとんどで,楕円形や不整形のものも混じる。掘形埋土は暗灰責色シル

トの単層である。遺物はS P 3488か ら土師器が出土している。

11号掘立柱建物 (S Bll,第26・ 29図 ,図版13・ 14)

X220Y307で検出した 2間 X3間の南北棟側柱建物で東側に庇が付 く。桁行5。 3m,梁行4.6mで平

面積は24。 38ぽである。主軸はN-19° ―Eである。西側の桁行の柱列の内 2基は検出出来ず,ま た,

梁行の柱間が不規則であり,やや不規則な平面形となっている。柱掘形は直径40cm～ 70cmの 円形で,

庇側と西側の柱穴がやや小さい。深さは20cm～40cmである。掘形埋土は黄灰色シルトの単層である。

遺物は柱穴から土師器・須恵器・土錘が出土している。59は外反する口縁をもつ内外面ハケメ調整の

土師器の甕。60は体部外面ハケメ,下半手持ち削り調整の胴の張る壷の体部で,外面には赤彩が施さ

れる。時期はともに7世紀後半である。61は直径 l cmの細形の管状土錘。孔径は 2 HIElで下端を欠損す

る。
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12号掘立柱建物 (S B12,第27・ 28図 ,

図版13・ 14)

X213Y303に 位置する4間×3間の東西

棟側柱建物である。 S B13と重複するが ,

柱穴の切 り合い関係からS B13よ りは新し

い。西側の柱穴 1基は近世建物の柱穴の S

P585に切られて検出できなかった。桁行

7.5m,梁行5。 8m,平面積43.5ぽである。

主軸はN-62° 一Wである。柱掘形は直径

50cm～ 70cmの 円形で,深 さは15cm～ 25cm,

S P 3027の ように段掘 り状となる柱穴もあ

る。掘形埋土は暗灰黄色シルトまたは黄灰

色砂質シルトである。遺物は柱穴から土師

器が出上している。

遺構実測図
SB14
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13号掘立柱建物 (S B13,第27・ 28図 ,図版13・ 15)

S B12の北側で重複する3間 X2間の東西棟側柱建物である。南東側でS12と重複しているが ,

切り合いではこれより新しい。桁行6.8m,梁行4.5m,平面積は30.6♂である。主軸方向は S B12と

ほぼ同じで,N-60° ―Wである。柱掘形は直径30cm～ 70cmの 円形で,深さは15cm～ 32cmである。掘

形埋土は暗灰黄色砂質シルトの単層で, S P 3585の上面には直径約10c14の柱根が遺存していた。遺物

は柱穴から土師器が出土している。

14号掘立柱建物 (S B14,第27・ 30図 ,図版 13・ 15)

S B12の 北東30m,X215Y300で検出した 3間 ×2間の東西棟側柱建物である。わずかに北側で

S11と重複し,こ れより新しい。桁行6,7m,梁行4.2m,平面積は28.14♂である。主軸はN-63°

―Wで , S B12と ほぼ同じである。 S B12～ S B14は その主軸方向からほぼ同時期と考えられる。柱

掘形は直径40cm～70cmの円形で,深さは1lcm～ 25cmである。遺物は柱穴から須恵器と土師器が出土し

ている。

15号掘立柱建物 (S B15,第29。 31図 ,図版 13・ 16・ 17)

この建物からは谷の西側で検出した建物群となる。 S B15は X200Y270で 検出した4間 ×2間の東

西棟狽1柱建物である。 S B16と は南東部分で重複し,柱穴の切り合い関係では S B16よ り古い。また,

南北に伸びる S D 3461よ り新しい。桁行は1lm,梁行は5m,平面積は55♂である。主軸方向はN―

50° 一Wである。柱掘形は直径40cm～ 70cmの 円形で,深 さは15cm～ 35cmで , S P 3209,S P 3208な ど

には柱痕跡が残る。柱痕跡には黒褐色砂質シルトが堆積し,掘形埋土には暗灰責色砂質土が堆積して

いる。遺物は柱穴から土師器・土錘が出土している。62は S P 3212か ら出土した。

16号掘立柱建物 (S B16,第29・ 31図 ,図版 13・ 16,17)

S B15に重複する2間 ×2間の側柱建物で,北東側に庇が付 く。桁行4.8m,梁行3,7m,平面積は

17,76♂ である。主軸方向は S B15と ほとんど変わらずN-52° ―Eである。柱掘形はやや月ヽさく直径

30cm～ 50cmで ある。掘形埋土は黒褐色砂質シルトが主体をなしている。遺物は須恵器・土師器・砥石

(63)が出土している。

17号掘立柱建物 (S B17,第32図 ,図版 16。 17)

C地区調査区の西端,X197Y262に位置する4間×3間の南北棟側柱建物である。南西隅は撹乱に

よって削平されてしまっている。桁行8.3m,梁行4.9m,平面積は40,67♂ で,主軸はN-31° ―Eで

ある。柱掘形は直径40cm～ 50cmの 円形で,深 さは10cm～ 30c14である。掘形埋土は主に黒褐色シルトで

ある。遺物は須恵器・土師器の小片が出土している。

18号掘立柱建物 (S B18,第32図 ,図版17)

X194Y172に 位置する3間 ×2間の南北棟側柱建物である。建物の東側の検出面が砂礫層であった

ためか東狽1柱列の柱穴 4基は検出出来なかった。桁行は5mで ,梁行は調査区壁面で検出したS P 3423

から推定して4.8m,平面積は24♂である。主軸はN-2° ―Eである。柱掘形は直径50clla～ 70cmの 円

形で,深さは20cm前後である。掘形埋土は黄灰色シルトの単層であるが, S P 2911は上層遺構検出段

階から検出していた柱穴で,こ の柱穴の埋土だけが黒褐色粘土質シルトであること,他の柱穴の深さ

が比較的浅いことから他の柱穴は上層が削平されていることを窺わせる。遺物の出土はない。

19号掘立柱建物 (S B19,第32図 ,図版17)

X190Y262に位置する3間 ×2間の南北棟側柱建物である。南北に伸びるS D3431に は切 り合いで

負けている。桁行は6.7m,梁行は4.8m,平面積は32.16♂である。主軸はN-2° 一Eでほぼ真北を

代
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向く。柱掘形は直径60cm～ 70cmの 円形であるが,桁行の中央の柱穴は南北共に直径30cmと小さく,浅

い。掘形埋土は東側の桁行の柱列は黄灰色シルト,西側はオリーブ黒色砂質シルトの単層が堆積して

おり,段掘りにはなっているが,柱痕跡は残っていない。遺物は須恵器・土師器が出土している。

20号掘立柱建物 (S B20,第33図 ,図版17)

S B13の 3m北東に位置する3間 ×2間の南北棟側柱建物で,南側に 1間の庇が付 く。南東部分で

S B21と重複するが切り合い関係はない。北側の畠を構成するS D3475よ りは新しく,この畠の向き

と主軸方向が等しい S B15。 16はこの建物より古いと言えよう。桁行9。 5m,梁行4。 8m,平面積は45.6

rである。主軸方向はN-21° ―Eである。柱掘形は直径50cm～ 80cmで ,深 さは10cm～ 40cmである。

庇の柱掘形はこれより小さく直径は30cm～ 50cmである。掘形埋土は黒褐色シルトで,柱痕跡が判るも

のはない。遺物は土師器が出土している。

21号掘立柱建物 (S B21,第33図 ,図版17・ 18)

S B20の南東に位置する3間×2間の南北棟側柱建物である。桁行は6m,梁行は4.5m,平面積は

27♂である。主軸はN-1° ―Eで,ほぼ北を向き,西に位置するS B19と主軸を同じくし,同時期

の建物と考えられる。柱掘形は直径50cnl～ 70cmの 円形で,深 さは10cm～ 30cmである。掘形埋土には黒

褐色シルトが堆積し,柱根跡にはオリーブ褐色砂質シルトが堆積している。遺物は土師器が出土して

いる。

22号掘立柱建物 (S B22,第34図 ,図版18)

C地区調査区西南端,X180Y263で 検出した3間以上×3間の側柱建物である。調査区外東側に延

びている可能性があり,正確な規模,棟方向は不明であるが, 3間 X3間の建物であったとすれば,

南北棟の側柱建物となり,桁行5.5m,梁行4.2m,平面積23。 lr,主軸方向がN-28° 一Eと なる。

柱間は梁行のほうがやや狭い。 S B23と重複し, S P 3327と S P 3328と の切 り合い関係ではS B22の

ほうが新しい。柱掘形は直径50cm～ 60硼で,深 さは15c14～ 25cm,掘形埋土は黒掲色シルトである。遺

物の出土はない。

23号掘立柱建物 (S B23,第34図 ,図版18)

S B22と 西側で重複する4間×2間の南北棟側柱建物である。桁行 7m,梁行4.lm,平面積28,7♂

である。主軸はほぼ北を向く,N-1° ―Eである。柱掘形は直径60cm～ 80cmの円形で,深 さは15cm
～40cmである。掘形埋土は黒褐色シルトが,柱痕跡には灰色シルトが堆積しているようである。遺物

には土師器がある。 (島田美佐子 )

24号掘立柱建物 (S B24,第36・ 38図 ,図版20・ 43)

D地区北ブロックに位置する3間 ×2間の南北棟の側柱建物である。建物面積は39♂を測る主屋級

の建物で,方位を東に40° 振るⅣ期の建物である。柱穴は円形,楕円形を呈し,長径0。 4m～ 0,9m,

深さ0.35m前後の規模を持つ。柱穴 S P 4229か ら土師器甕破片 (65)が出土している。甕はロクロ成

形され,回縁端部を上方に僅かにつまみあげる。

25号掘立柱建物 (S B25,第35・ 36図 ,図版20)

D地区東ブロック北群に位置する2間 ×2間の総柱建物で,建物面積は12♂を測る。直列配置され

た 3棟の総柱建物群の北側建物に当たり,方位を 6° 東に振るⅧ期の建物である。 3棟の総柱建物群

は東側柱列を一直線上に揃える。柱穴の形状は円形,楕円形を呈し,長径は0.6m～ 0。 9m,深さは0.25

m前後を測る。南東角の柱穴は27号掘立柱建物の北西角の柱穴と重複し,こ れを切る。柱穴からの出

土遺物はない。

を7
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26号掘立柱建物 (S B26,第35'37図 ,図版20・ 21)

直列配置された総柱建物群の中央建物で,北側の25号総柱建物とは5,7mの 間隔を持つ。 2間 ×2間

の建物で,方位を東に 5° 振るⅧ期の建物である。ほぼ正方形の建物で,面積は15ぽを測る。柱穴は

円形,楕円形を呈し,長径0.6m～ lm,深さ0。 3m前後を測る。柱穴からの出土遺物はない。

27号掘立柱建物 (S B27,第35。 37・ 38図 ,図版21・ 22,43)

東ブロック北群に位置する3間 X2間の東西棟の側柱建物で,方位を62° 西に振るV期の建物であ

る。桁行の柱間の間隔が狭 く,梁行との比率は1,1と 低い。建物面積は24ぽを測る。建物配置は28号掘

立柱建物と重複関係にあるが住穴は直接切 り合い関係になく,前後関係は不明である。また,25号掘

立柱建物とも重複し,切 られる。柱穴は円形,楕円形を呈し,長径は0,34m～ 0.8mで比較的小規模な

ものが多く,深 さは0,3m～ 0.55mを 測る。柱穴には25号掘立柱建物に切られた柱穴以外の全てに柱根

が残る。

S P 4472の柱根 (69)イま長さ約35cmが遺存し,多角に面取りされた心持ち材で,長径は約16cmを測

る。小口面は多方向から斜め方向の切り込みが入り,中央部は尖り気味である。 S P44質の柱根 (70)

の長さは43cm遺存するが,上部は腐食によりやせ細る。多角形に面取 りされ,長径は約15cmで ある。

小口面は多方向からの切 り込み痕を残す。 S P 4475の柱根 (71)は長さ約60cmが遺存し,上部は腐食

によってやせ細る。面取りされ,小口面は多方向からの斜め方向の切 り込みが入り,中央部が尖る。

長径は15.5cmを 測る。

S P 4414か らは須恵器杯A(66)・ 土師器甕 (67'68)が出上した。 S P 4414は他の柱穴に比べて

規模が大きく,重複の可能性を残す。杯Aは口径12cmを測る8世紀第 3四半期の遺物である。小甕は

口径14.4cm,器高は11.6cmを 測り,底部は大きな平底である。口縁端部は長めに上方に引き上げ,体

部内外面はカキメ調整を加える。大型甕の口縁端部は面取りされ,内端部を僅かにつまみ上げる。体

部内外面はカキメ調整を加える。土師器甕の時期は 9世紀前半代が想定される。

28号掘立柱建物 (S B28,第35'39。 46図 ,図版21・ 43)

27号掘立柱建物の東側に位置し,一部重複する。また,29号掘立柱建物とも重複関係にあるが,い

ずれも前後関係は不明である。建物は 2間 ×2間の南北棟の側柱建物で,建物面積は24♂を測る。方

位を東に20° 振るⅦ期の建物である。柱穴の形状は円形,楕円形を呈し,長径は0.55m～ 0。 9m,深さ

は0.3m前後である。北東角の柱穴 S P4422か ら須恵器杯A(72)が出上した。日径12.2cn,器高3.7

cmを 測る8世紀第 4四半期の遺物で,梅檀野窯跡群の製品である。また,S P 4423か らは土師器甕

(73)が出土している。口径21.6cmを測 り,日縁端部は面取り気味に納める。

29号掘立柱建物 (S B29,第35・ 39'46図 ,図版21・ 22)

27号掘立柱建物の東側約 3mの位置に並列配置された建物で,北側の桁柱列を揃える。建物は調査

区外に延びるが,27号掘立柱建物と同様に,桁行の短い 3間 ×2間の東西棟の側柱建物が想定される。

方位を62° 西に振るV期の建物である。柱穴は円形,楕円形を呈し,長径は0.3m～0.6mで比較的小

規模で,深 さは0。 25m前後である。

30号掘立柱建物 (S B30,第35'39図 ,図版21)

東ブロック北群に位置する2間 ×2間の総柱建物で,直列配置された 3椋の総柱建物群の南狽1建物

と重複するが,新旧関係は明確でない。方位を東に22° 振るⅦ期の建物で,面積は16♂ を測る。柱穴

は円形,楕円形を呈し,長径は0.5m～0.8m,深さは0.2m～0,3mを測る。柱穴からは須恵器,土師

器の破片が出土したが時期は特定できない。
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第36図  遺構実測図
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31・ 32号掘立柱建物 (S B31・ 32,第35。 40図 ,図版21・ 23)

3棟の総住建物が直列配置された建物群の南側建物に当たり,建て替えがみられる。方位を東に 5°

ないしは 6° 振るⅧ期の建物で, 2間 ×2間の規模をもち,面積は18♂である。柱穴は円形,楕円形

を呈し,深 さは0.2m～0,4mを測る。柱穴からは柱根の一部や土師器の破片が出土したが時期は特定

できない。

33号掘立柱建物 (S B33,第35'40図 ,図版23)

東ブロック北群に位置する南北棟の 3間 ×2間の側柱建物で,31・ 32号総柱建物とは南側の梁柱列

を揃え,約4.3mの東側に並列配置される。方位を東に 6° 振るⅧ期の建物で,面積は27♂を測る。柱

穴は円形を呈し,長径は0.5m～0,7m,深さは0.2m～0.3mを測る。柱穴からは土師器,須恵器の破

片が出上したが時期は特定できない。

34号掘立柱建物 (S B34,第41・ 42図 ,図版24)

D地区東ブロック南群に位置する南北棟の側柱建物で,配置からは35。 36・ 37・ 38号掘立柱建物群

と一部が重複関係にあるが柱穴は直接切 り合い関係にない。方位を東に25° 振るⅥ期の建物である。

3間 ×2間の規模を持ち,面積は27♂を測る。柱列は一部不揃いもあるが,柱穴は円形を呈し,長径

は0,3m～0.6mを測るが,比較的小規模なものが多い。深さは0。 13m～ 0.2mと全体的に浅い。柱穴か

らは製塩土器が出土したが時期は特定できない。

35号掘立柱建物 (S B35,第41・ 42・ 46図 ,図版24図 )

ほぼ同一方位を持つ 4棟が重複する建物群内に位置する。 4棟の建物は短期間の建て替えが想定さ

れる。35号掘立柱建物は3間 ×2間の東西棟の側柱建物で,柱穴の配置は不揃いである。方位を65°

西に振るⅥ期の建物で,面積は21♂を測る脇屋級の建物である。柱穴の形状は円形,楕円形を呈し,

長径は0.4m～0.55m,深 さは0.2m前後で全体に浅い。柱穴の S P 4751か らは須恵器杯 (74)が出土

しているが時期は明確でない。

36号掘立柱建物 (S B86,第41・ 42図 ,図版24)

4棟が重複する建物群に位置する東西棟の側柱建物で,調査区外に延びる。規模は3間 ×2間が想

定され,面積は23♂程度であろう。建物の方位は西に67° 振る。柱穴は楕円形を呈し,長径は0.48m

～0.58m,深 さは0。 2m前後で浅い。柱穴からの出土遺物はない。

37号掘立柱建物 (S B37,第41・ 42図 ,図版24)

4棟が重複する建物群に位置する。建物は調査区外に廷び全容は明確でないが, 3間 ×2間の側柱

建物が予想される。建物の方位は65° 西に振る。柱穴は円形,楕円形を呈し,長径は0。 4m～ 0.5m,

深さは0.2m～0,3mで浅い。柱穴からの出土遺物はない。

38号掘立柱建物 (S B38,第41・ 42・ 46図 ,図版24・ 43)

4棟が重複する建物群に位置し,大部分は調査区外に延びる。建物規模は3間 ×2間程度の東西棟

の側柱建物が想定される。方位は63° 西に振るV期の建物である。柱穴は楕円形を呈し,長径は0,4m

～0.48mと 全体に小規模で,深 さも0.2m～0.3mと 浅い。柱穴の S P 4778か ら土師器甕 (75)が出土

した。口径1lcm,器高7.3cmの小奏で,口縁端部は九 く納める。体部内外面はロクロナデ調整を施す。

39号掘立柱建物 (S B39,第41・ 43図 ,図版24・ 25)

東ブロック南群に位置し, 3棟の建物が重複する。39号掘立柱建物は3間 ×2間の南北棟の側柱建

物で,面積は37ド を測る主屋級の規模をもつ建物である。方位は20° 東に振るⅦ期の建物である。柱

穴の形状は楕円形を呈し,長径は0。 5m～ 0。 9mで相対的に大きく,深 さは0。 3m前後である。

σ7
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北東角の柱穴 S P 4788に直径12cmの柱根が残る。土器類は須恵器,土師器の破片が出土しているが

時期は特定できない。

40号掘立柱建物 (S B40,第41,43・ 46図 ,図版24・ 25)

3棟が重複する建物の 1棟で,39号掘立柱建物と同一場所での建て替えが想定される。 3間 ×2間

の南北棟の側柱建物で,面積は25♂ を測る。方位は東に22° 振るⅦ期の建物である。柱穴は楕円形を

呈し,長径は0.44m～ 0.64m,深 さは0,3m前後である。柱穴の S P 4796か ら加工板 (77)が出土した。

板材は腐食が進むが,厚 さ1,4cm,幅 12cm前後の材である。

41号掘立柱建物 (S B41,第41,43・ 46図 ,図版24・ 25'43)

3棟が重複する建物の 1棟で, 3間 ×2間の東西棟の側柱建物である。建物の方位は61° 西に振る

V期の建物で,面積は31♂ を測る。柱穴は円形,楕円形,方形を呈し,長径は0.5m～ 0。 7m,深さは

0.3m前後が多いが, S P 4808は深く0.54cmを 測る。

北桁列の西側 2柱穴に柱根が残る。その中の S P 4808の柱根の直径は18cm前後である。また,北東

角の柱穴 S P 4824か ら土師器鍋 (78)が出土した。日径は32.2cmを測 り,日縁端部を僅かにつまみ上

'デ

る。体部内外面はカキメ調整を加える。時期は9世紀前半が推定され,混入品であろうか。

42号掘立柱建物 (S B42,第44・ 45図 ,図版24)

45号掘立柱建物と直列配置された南側建物で, 3間 ×2間の南北棟の狽↓柱建物である。 2棟の建物

と部分的に重複するが,新旧関係は明確でない。建物の一部は調査区外に延びる。方位は25° 東に振

れるⅥ期の建物である。建物面積は34ぽを測り主屋級である。柱穴は円形,精円形を呈し,長径は0.6

m～ 0。 9mで角の柱穴が生ヒ較的大きい。深さは0。 2m～ 0.4mであるが, S P 4884は 0.6mと 深く,底部

近くに柱の断片が残る。土器類の出土はない。

43号掘立柱建物 (S B43,第44・ 45図 ,図版24)

建物の大部分が調査区外に延びるが, 3間 ×2間程度の側柱建物と推定される。方位は21° 東に振

れるⅦ期の建物であろう。柱穴は円形,楕円形を呈し,長径は0.43m～ 0.5mで相対的に小さい。深さ

は0.2m～ 0。 4mを沢1る。柱穴からは須恵器が出土したが時期は特定できない。

44号掘立柱建物 (S B44,第44・ 45。 46図 ,図版24。 25。 76)

建物の半分が調査区外に廷びるが, 4間 ×2間程度の側柱建物が想定される。方位を東に29° 振る

V期の建物である。柱穴は円形,楕円形を呈し,長径は0.6m～ 0.7mを 測り,深 さは0.2m～0.3mで

ある。北西角の柱穴 S P 4889に は礎盤 (79)が敷かれる。礎盤は部材を切り割りしたものである。

45号掘立柱建物 (S B45,第44・ 45図 ,図版24・ 25)

42号掘立柱建物柱と直列配置された北側の建物である。 3間 ×2間の南北棟の側柱建物で,方位を

東に23° 振るⅥ期の建物である。面積は36♂ を測り,主屋級の規模をもつ。柱穴は楕円形,円形を呈

し,長径は0.5m～ 0。 9mを測り,比較的規模が大きい。深さは0。 4m程度である。柱穴からは須恵器・

土師器が出上したが時期は特定できない。

46号掘立柱建物 (S B46,第46・ 47。 48図 ,図版26)

D地区西ブロックの建物で, 3棟の掘立柱建物が重複する。 2間 × 1間分が検出されたが,大部分

が調査区外に延び棟方向等は不明である。方位は東に 7° (東西棟であれば西に83° )振れるVIll期の

建物である。柱穴は楕円形,円形を呈し,長径は0。 45m～ 0,75m,深 さは0。 2m～ 0,7mと 不揃いで,

最も深い S P 5050に は柱根が残る。柱根の直径は16cm前後である。また,南東角の柱穴 S P 5049か ら

は加工板 (80)が出土した。幅約 6 cm,厚 さ約1.5cmの板材で決りが入り,漆が付着する。その他の柱
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SP5425
1 llYR3/1黒 褐色砂質ンルヽ
(浅黄色■10%ブロック状
灰色±7%混 )

SP4528
125Y4/2暗 灰責色砂質シルト
(lcn大友化 I・」5%混 )
225Y3/2黒 褐色砂質シルト
(2cm大灰白色■20%混 )
3 10YR3/1黒 褐色砂質シルト
(灰 白色上ユ0%混 )

SP4537
125Y4/1黄 仄色砂質シルト
225Y6/3に ぶい黄色砂質シルト
(黒褐色±30%ブロックよに混)
3 10YR3/1黒 褐色粘質ンルト

第39図

″
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獅一Ｂ

SP4529
125V4/2暗 灰女色il17 71シルト(炭イヒ物3%混 )
2 iOYR3/1黒 褐色砂資シルト
(Fk自色土プロック状に20%混 )
a5Y6/1灰 色砂質上

SP4535
l10YRV]鴇 灰色砂質シルト
(灰自色■20%混 炭化物5%混 )
225Y5/4黄 欄色砂質■
(黒匂色土プロック状に混)
3 iOYR3/2黒 褐色砂質ンルト
(黄召色砂布状に20%混 )

SP4536
3 10YRン2黒掲色砂質シルト
(黄褐色ir1/士 状に20%混 )

豹一ａ　　　　　獅一ｂ

第40図 遺構実測図
1, SB31・ SB32 2, SB33

SP4543
5 25YV2暗 灰黄色砂質ンルト(黄獨色砂劉%混 )7 10YR3/1具 褐色粘質シルト(炭イヒ物5%混 )
6576/1灰 色砂質土 (黒褐色±20%混 )    85Y6カ 灰オリーブ色砂質主

SP4638
125Y3/1黒 褐色砂質シル|
(仄白色土カ ック状とこ20
%混 )
2 95YO/2灰 黄色砂質土
(黒禍色iS%混 )

SP4542
125Y4/21旨 灰黄色砂質シルト
(黄禍色砂7%混 )
2 10YR3/1黒 褐色砂質シルト
(炭イヒ物5%混 )
35Y71灰色砂質土
(黒褐色主ブロック状に30%混 )
4 5Yν 2灰オリーブ色砂質主

SP4517
1 10YR3/1黒 召色砂質シルト
(炭化物5%混 )

SP4533
1 10YR4/2灰 黄召色砂
質シルト
(仄白色■5%混 )
つ10YR3″黒福色砂質

(明黄褐色砂30%混 )

SP4539
1 10YR9カ 黒褐色砂質ンルト
(責翻色砂プロック状に10%混 )
25Y5/1灰 色V1/質ンルト
(黒禍色■2賜混 )

SP4538
1 25Yν l旱格色砂質シルト
2 5Yν l灰t少質土
(黒褐ti5%混 )

SP4646
125Yフ 2暗灰黄色砂質ンルト
(灰白色■7%混 )
2 10YRν ]黒獨色砂質シルト
(黄褐色ll1/ブ ロック状に20%混 )
3 20YO/1責 灰色ir/質と
(黒褐色土プロック状に10%混 )

SP4532
126Y4/2階 灰貨色砂質ンルト
(灰白色■10%混 lcm大 民化物ε%混 )
225Y3浴暗オリーブ褐色抄質シルト
(灰白色土カ ッ外 に∞笏混)
3 5Yν 】灰色砂質シルト
(黒福色主プロックIIに 40%況 )
4 5Yυ l灰色●1/質土

ユよ勇患%i暴鳥宅覇獣チ塗土  
′ろクク笏

5 10YR2/1黒 色粘質シルト(黄 ttl色 砂混)
65Y6/1灰 色砂資シルト(9cm大黒召色土混)

|お

・
|

SP4530
1 10YRν l黒禍色砂質シルト(灰自色±30%混 )
5 10YR3/1黒 lB色 砂質シルト(灰白也上5%況 )
0 25Yν 2灰女色砂質シルト(黒 4B色 ■10%混 )
7 5YG/1灰 色砂質ンルト(黒褐色■5%混 )

ω

寡智駆先艦 %渤
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手滴 浴台

第41図  遺構実測図
SB34～ SB41

2



a%蒻
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a

SP4744

第42図 遺構実測図
1. SB34  2. SB35  3. SB36  4. SB37  5, SB38

ν
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1 10YRウ 叛 黄禍色砂質シルト(浅黄色砂21%混 )
2 10YR3/1黒 禍色砂質シルト(浅黄色砂3%混 炭イヒ物3%混 )

SP4822

SP4788
1 10YRν ]黒褐色砂質シルト(灰色±15%混炭イヒ物10%混 )

SP4808
10YR″ 1黒褐色砂質ンルト
(灰色土ブロック状に15%混 )
25Yν 2暗仄黄色砂質ンルト
(黒褐色■3%混 )

遺構実測図
1. SB39 2. SB40 3. SB41

り冤

π

第43図
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第44図 遺構実測図
SB42～ SB45
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SB35
SP4751

0             1:4            20cm

15cm
30cm

S日40
SP4796

-

匡巨]圧痕

第46図 遺物実測図 (″～疹 1/3,膠
SB28 SP4422(フ )・ SP4423 73) SB29
SB40 SP4796(77) SB41 SP4824(ア♂)

π

1/4,疹・〃 ,ワ～材 1/6)
SP4448(夕ひ) SB35 SP4751(2) SB38 SP4778(る )

SB44 SP4889(″ ) SB46 SP5049(フ ) SB48 SP5069(材 )
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第Ⅳ章 遺構・遺物

穴からは須恵器・土師器が出土したが時期は特定できない。

47号掘立柱建物 (S B47,第47・ 48図 ,図版26)

46・ 48号掘立柱建物と重複する側柱建物で,大部分は調査区外延びる。 2間 × 1間分を検出したが

棟方向は不明である。方位は東に 2° (東西棟であれば西に88° )振れ,Ⅸ期の建物と推定される。

柱穴の形状は楕円形で,長径は0.3m～0.5m,深さは0。 25m前後である。柱穴からは土師器・須恵器・

加工棒などが出土したが時期は特定できない。

48号掘立柱建物 (S B48,第46・ 47・ 48図 ,図版26・ 48)

47号掘立柱建物と同一場所で重複する総柱建物で,調査区外に延びる。 1間× 1間分が検出され,

方位を東に15° 振るⅦ期の建物である。柱穴は楕円形で,長径は0.55m～ 0。 68mと 比較的大きい。深

さは0,3m前後である。柱穴 S P 5069に柱根 (81)が遺存した。直径18cmの九太を半裁した柱で,小日

面は尖る。

49号掘立柱建物 (S B49,第47・ 48・ 51図 ,図版26・ 76)

西ブロックに位置する建物で, 2間×2間分を検出した。南北棟の側柱建物と推定され,方位を 8°

東に振るⅧ期の建物であろう。柱穴は楕円形を呈し,長径は0.5m～0.7m,深さは0.2m～ 0。 5mを測

り,最 も深い南東角の柱穴 S P 5134に は柱根 (82)が残る。長さ約92cmが遺存し,直径は約22cmであ

る。柱穴からは須恵器・土師器・斎串 (83)力S出上したが時期は特定できない。

50号掘立柱建物 (S B50,第47・ 48図 ,図版26)

49・ 51号掘立柱建物と重複する建物で,大部分は調査区外に延びる。 2間 × 1間分が検出され,方

位を東に26° 振るⅥ期の側柱建物と推定される。柱穴は楕円形を呈し,長径は0.4m前後,深さは0。 13

mと 浅い。柱穴からは土師器が出土したが時期は特定できない。

51号掘立柱建物 (S B51,第47・ 48・ 51図 ,図版26)

49号掘立柱建物と重複する2間 ×2間の南北棟の側柱建物である。建物面積は23ぽで,桁行が短い。

方位を12° に振るⅦ期の建物である。柱穴は円形,楕円形を呈し,長径は0.38m～ 0。 6m,深さは0.2

m～0.4mと 不揃いである。 4角の柱穴が比較的大きく,深い傾向にある。柱穴からは土師器・須恵器・

羽口・礎盤 (84)な どが出土したが時期は特定できない。

52号掘立柱建物 (S B52,第49・ 51図 ,図版27・ 28,43,77)

西ブロックに位置する4間×2間の側柱建物で, 3分の 1が調査区外に延びる。建物面積は52♂の

主屋級でも大型の規模を持ち,方位は37° 東に振るⅣ期の建物である。柱穴は楕円形を呈し,長径は

0.68m～ 0,94mを 測り大きい。深さは0.24m～ 0.44mを 測る。北東角の柱穴近くの建物内に鍛冶淳が

多く混じる炭化物層が検出された。炭化物層は20cm程度の円形に広がり,浅い堀 り込みの下部構造を

もつ。上部施設は遺存していないが,鍛冶関連施設と推定される。柱穴からは須恵器杯A(85)・ 土

師器・礎盤 (86)が出土した。杯Aは回径14cmを測る 8世紀第 1四半期の遺物である。

53号掘立柱建物 (S B53,第49。 51図 ,図版27・ 43・ 48)

西ブロック東端に位置する3間 ×2間の側柱建物で,区画溝が伴う。区画溝は幅0.2m～0.4mの浅

い溝で,東西の桁側と北側の東側半分に認められ,柱穴列からは1.5mの距離を持つ。建物の方位は東

に 7° 振るMll期の建物で,建物面積は23ドを測る。柱穴は楕円形を呈し,長径は0。 24m～ 0.54m,深

さは0。 15m～ 0.26mを 測り,小規模柱穴である。柱穴,区画溝からは土師器小甕 (87)。 土錘 (88)

が出土した。小甕の口縁端部は,内側に巻き込む 9世紀後半代の遺物である。

″／′
δ
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第47図 遺構実測図
SB46～ SB51・ SB58
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SP5129
1 10YR3/1黒 褐色砂質シルト
(女灰色■プロック状に5%況 )

。

　

　

。

２

SP5067
1 10YRν l黒褐色砂質シルト
(灰色■5%混 )
225Y6/1黄 灰色砂質シルト

SP5069
3 10YR3/1黒 褐色砂質シ,レト
(灰色土ブロック状に7%混 )

どき冷ト
◎

SP51 05

は
隠
は
ほ
だ
く|。

第48図  遺構実測図
1. SB46 2. SB47 3. SB48 4. SB49 5, SB50 6. SB51

SP5134
1 10YR3/1黒 褐色砂資シルト
(炭化物3%混 )
2 10YR3/1黒 禍色砂質シルト
(灰色土ブロック状に5%混 )
3 25YO/1黄 灰色砂質ンルト
(黒褐色
=2%混

)

0~09

ω
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塊
SK5446
1炭化物層
(l15～ lcm大鉄津鉱博50%滉 )
2 10YR4/1獨 灰を砂質シルト
(炭化物2%混 )

1

遺構実測図
1. SB52 2. SB53 3. SK5446
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SB58

SP5003
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SD5221
1 10YR3/1黒 褐色砂質シルト
(災化物2%混 )

甥
SD5146
1 10YR2/1黒 t砂質シルト
(灰黄色主5%混′決化物3%混 )
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54号掘立柱建物 (S B54,第52図 ,図版28)

西ブロック南端に位置する3間 ×2間の側柱建物で,方位は 7° 東に振るⅧ期の建物である。建物

の面積は24ぽを測る。柱穴の形状は円形,楕円形,方形を呈し,長径は0.52m～ 0。 86m,深さは0。 16

m～0.4mを測 り,深い柱穴が多い。柱穴からは土師器・須恵器・加工板などが出土したが時期は特定

できない。

55号掘立柱建物 (S B55,第52図 ,図版28)

西ブロック南端に位置する 1間× 1間の建物である。建物の方位は東に52° 振れる。面積は10♂ を

測る。柱穴は円形を呈し,長径は0.38m～ 0.5m,深さは0.3m前後である。東側柱穴には柱根が遺存

する。

56号掘立柱建物 (S B56,第52図 )

調査区南端に位置する。北側梁列のみの検出である。建物の方位は, 7° 束に振るⅧ期の建物であ

SB49
SP5134

SB52
SPS188

車

1:3             15cm
l:6             30cm

o             l■ 2            60cm

第51図 遺物実測図 (″ ,あ・7～″ 1/3,7・ 7 1/6,ν  1/12)
SB49 SP5134(b〃 ・』′) SB51 SP5104(7) SB52 SP5186(』5)。 SP5188(湯び)
SBS3 SP5279(∂π)・ SP磁86(b′ ) SB58 SP4988(bり )
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第Ⅳ章 遺構・遺物

ろう。柱穴は円形,楕円形を呈し,長径は0。 55m,深 さは0。 25m前後である。柱穴からの出土遺物は

ない。

57号掘立柱建物 (S B57,第50図 )

東ブロック中央に位置する側柱建物で,大部分は調査区外に延びる。 2間× 1間分を検出した。方

位を28° 東に振るⅥ期の建物である。柱穴は円形,楕円形を呈し,長径は0.22m～ 0.4mと 小規模であ

る。深さは0。 14m～0.3mである。桁柱の S P 4705に は柱根が遺存する。

58号掘立柱建物 (S B58,第47・ 50。 51図 ,図版48)

西ブロックに位置する4間×2間の側柱建物で,部分的に区画溝が巡る。区画溝は東西の桁側に部

分的に認められ,柱列とは0.5mの間隔を持つ。梁側は南側のみに認められ,柱列とは2.7mの間隔を

もつ。建物の方位は52° 東に振れ,Ⅳ期の建物であろう。面積は44ぽ を測る主屋級建物である。柱穴

は円形,楕円形を呈し,長径は0,35m～ 0.5mを測り,小規模である。深さは0.3m～0.4mで比較的深

い。柱穴からは須恵器・土師器・土錘 (89)が出土したが,時期を特定できるものはない。また,建

物内や周辺域の埋土からは鍛冶津,鍛造剥片などの鍛冶関連遺物が集中的に出上した。 (池野正男)

59号掘立柱建物 (S B59,第53155図 )

El地区の調査区北側で検出した建物で, 2間×1間の南北棟側柱建物である。桁4訂。lm,梁行2.4
m,平面積は9。 M♂である。主軸方向はN-17° 一Eである。さく状遺構との切り合いはこれより新
しい。柱掘形は直径30cm～40cmの 円形で,深 さは20cll～ 40cmである。遺物は土師器とS P 5783か ら底

板 (90)の一部が出上している。

第52図  遺構実測図
1. SB54  2. SB55  3. SB56

密
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60号掘立柱建物 (S B60,第53図 )

S B59の 5m西で検出した2間 × (1)間の東西棟側柱建物である。建物中央部が後世の撹乱で削

平されており,梁行が 2間 となる可能性が高い。桁行3.8m,梁行3.3m,平面積は12.54ポ である。主

軸方向はN-73° 一Eで , S B59の棟方向と直交することから,同時期の建物と考えられる。また,

建物東側には梁行に平行する溝 S D5816が あり,建物に伴う溝ではないかと推定される。柱掘形は直

径30c14～40cmの円形で,深 さは10cm～ 30cmである。掘形埋土は柱痕跡が残るS P 5805の 断面を見ると

灰黄褐色砂質シルトで,柱痕跡には炭化物が混じる責褐色砂質シルトが堆積している。遺物は柱穴か

らの出土はなく, S D 5816か ら土師器が出土している。

61号掘立柱建物 (S B61,第53図 ,図版29)

調査区北辺中央で検出した 2間以上× (2)間の南北棟側柱建物と推定される建物である。柱穴が

4基しか確認できず,調査区外へ延びているため規模は不明である。南北棟と推定すれば,主軸はN

-5° ―Wである。柱掘形は直径40cm～ 50cmの 方形で,深さは1lcm～ 25cmで ,黒褐色砂質シルトや,

暗オリーブ褐色砂質シルトが堆積する。 S P 5730。 S P 5731に は柱痕跡が残り, S P 5732に は柱根の

残骸が残っていた。遺物は土師器が出上している。

62号掘立柱建物 (S B62,第54・ 55図 ,図版29)

S B61の 5m南西で検出した 2間 ×2間の南北棟側柱建物である。この建物には建物に伴うと推定

する北・東・西の三方に溝が巡る (S D5603・ S D 5860。 S D 5633)。 西側の S D 5603が建物の梁行

より西に延びていることから建物の規模は 2間 ぐらい西に広がる可能性もある。桁行は4.5m,梁行は

3.5m,平面積は15,75ド,主軸はN-43° ―Eである。柱掘形は直径40cm～60cmの不整形で,深 さは

15∽～35cmである。掘形埋土は灰黄褐色砂質シルトが主体に堆積し,周囲の溝には炭化物が混じる暗

褐色砂質シルトなどが堆積する。遺物は S P 5866の上面から土師器のタタキ調整の奏の体部破片が出

土している。また,溝からは須恵器・土師器・土錘が出土している。91は S D 5860か ら出上した杯B

蓋で,口径11,4∽ で,日縁部は内端部に稜をもつタイプで,頂部にはつまみを付ける前に一方向に浅

くナデた跡が残る。また,内面には朱墨痕が残っており,転用硯として使用されたようである。時期

は 9世紀第 1四半期である。92は S D 5633出上の長頸瓶の底部。肩部下には 1条の沈線が巡り,体部

下半にはロクロ削りを施す。高台端部は内傾し,内端部に稜をもつ。時期は 8世紀。

63号掘立柱建物 (S B63,第 53・ 55図 ,図版29)

調査区中央西寄りで検出した 2間 ×2間の南北棟側柱建物である。北東隅の柱穴は西に振れており,

歪んだ形の平面形となっている。桁行4.6m,梁行3.4m,平面積15.64♂で,S B62と ほぼ同じ規模で

ある。主軸はN-14° ―Wである。中央を横切るS D 5602は建物より古いと推定している。柱掘形は

直径約50cmの 円形または 1辺50cmの方形で,深 さは10cm～ 35cmである。掘形埋上には褐灰色粘質シル

トが堆積し, S P 5674に は柱痕跡が残る。遺物は S P 5672か らロクロ成形の土師器の奏 (93)の底部

が出土している。遺物の時期は 8世紀である。

64号掘立柱建物 (S B64,第54図 )

S B59と S B60の 間で検出した梁行 2間の南北棟狽1柱建物である。調査区外に延びるため桁行,平

面積は不明である。主軸はN-22° ―Eである。 S P 5852が S B60に伴うS D 5816と の切 り合い関係

で新しいため, S B60と 同時期の S B59よ り時期が新しいことがわかる。柱掘形は直径25cm～ 40cmの

円形で,深 さは10cm～ 30cmである。掘形埋土には暗灰黄色砂質シルトが柱痕跡には黒掲色砂質シルト

が堆積する。遺物の出土はない。

代

密



SP5730
1 10YR3/1黒 獨ζ砂質シルト
(25Yν 3にぶい黄包砂質シルト20%
混えイヒ物混)
225Y6/つ灰黄色砂質シルト
(10YR3/1黒 褐色砂質シブレト30%混 )
3 25YOお にぶい黄色砂
(10YR3/1黒 褐色砂質シルト10%混 )
0

第53図  遺構実測図
1. SB59 2. SB60 3. SB61

SP5795
1 10YRν 2黒褐色砂質シルト
(25Y6/4にぶい黄色シルト質砂40%混 )
225Y6/4に ぶい黄色シルト質砂
(10YR3カ 黒召色砂質シルト40%混 )
3 10YRν 2黒褐色粘賓シルト
■10YRν9黒褐色粘質主

SP5800
125Y4/2暗 灰黄色砂質シルト
(2・jY″2灰黄色シルト質砂iO%混 )
225Y5カ暗灰黄色砂質シルト
3 10YR4ね にぶい黄褐色砂質シルト
4 10YR5/1褐 灰色砂質ンルト
525Y7/2灰 黄色シルト質砂

SP5805
125Y5潟黄褐色砂質シルト
(25Yυ 31こぶい黄色シルト質砂プロックよに混)
2灰黄褐色砂質シルト
(つ 5Yν3にぶい黄色砂質シルト7「ック状に混)
3 25YV2黄 褐色砂質シルト
(25Yν 3にぶい黄色砂質ンルト混決イヒ物混 )
4 10YRV叛 黄禍色砂質シルト
(25Yν 4におい黄色砂混)
525Y4カ灰黄禍色砂質ンルト

第Ⅳ章 遺構・遺物

SD5815 SD5816     B

1 25YV2暗 灰黄色砂質ンルト
225Y3/2黒 褐色お質ンルト(炭化物混)
31澪
猛ひ配 磨蕃廃妙覇亀 )

425Y4るオリーブ謁色粘質シルト

SD5815
5 10YR4″灰黄色砂質シリレト
(25Y7/3浅 寅色Vj/質 シ,レト混)

,       |お
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SPS653
1参5Y4カ晴灰責色砂質ンルト
2 10YRVI褐 灰色粘質シルト
一々々″々″杉杉杉″ＳＰ５６７‐］］

0
SP5674
1 25Yν2暗灰黄色砂質シルト
225Yフ ユ黄灰色砂質ンルト
925Yシ ユ黄灰色お質シルト
425Y5/ユ 黄灰色粘質シルト
(10YR2/ユ 黒色シルト質粘上滉)

|お

「

ィ
ヽ

～
|

|お

SP5731
1 25Yν 3暗オリーブ召色砂質シルト
(炭化物混)
つつ5Y6カ仄黄色砂質シルト(25Yν 3
暗オリーブ獨色砂質シルト40%混 )

4m

4。 SB63

淋
ン

疹
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甥
SP5866
1 10YR4/2暗 灰責色砂質シルト
(25Yν 3にぶい黄色砂質シルト10%混 )
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砂質シルト

SD5604

SP5794
1 10YR3/1黒 渦色砂質ン,レト(皮化物混 )
2 10YRン2FA黄褐色砂質シルト
3 10YR4/2灰 資福色粘質シリレト
4 10YR?/8黒 桐色粘質シルト

C SD5815 SD5816  SP5852

SD5633
125迎/2暗灰黄色砂質シルト
(25Y71黄 灰色ンルト15%混、友化物混)
2 10YR″ 2黒褐色シルト

塊
SP5850
125Y4/2暗 灰黄色砂質シルト
ワ2う Y3/2黒 褐色・Ib質 ンルト
325Y4/2暗 仄黄色砂質シルト
(25Yフ 2暗灰貨色砂資シ,レト40%混 )
4 10YRν2黒褐色粘質シルト
526Y4/2暗 灰黄色粘質シルト

五 |すキ孝を目名を亀携登絋 協訴
綴 黄t/頼 効

3環 ?ラ発侯黄色砂賓シルト
425Y4カ暗灰黄色砂質シ″卜(25Yν 琢 黄色シルト砂混)
525Y5/3貨 褐色ンルト質抄
S25Yν 21旨灰黄色砂質ンルト
7 25YV3に ぶい貨也シルト質砂(10YRV販 黄色シルト質砂混)

SD5815
&10YR4/2灰 責色砂質シ,レト(25W/9浅 黄色砂質シルト混)

4m

SD5860
1 10YR5カ 灰責禍色砂質シルト(炭イヒ物混 )
2 10YRν2灰黄禍色砂賓シルト
(10YR6ρ 仄黄褐色砂質ンルト40%混 炭化物混)
&ЮYRシ叛 黄褐色砂質シルト
(10YR6/2灰 黄禍色T」/質シルト混黄色強)
4 10YR3/2黒 褐色砂質シルト(炭イヒ物混 )

SD5603
1 10YR3/3暗 獨色砂賓シルト(炭イヒ物混)
2 10YR4/3に ぶい黄召色砂質シルト
3 10YR6るにぶい黄橙色ンルト質砂
(10YRク 1禍灰色砂質シルト7%混 )

下獅一Ａ

第54図

a                 a

遺構実測図
1. SB62 2. SB64
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枠蚕声露鉛勧卜Ю期 与綴舞羹藪腕 |

3つ 5Y6ん におい黄色砂
(10YR4/2仄 黄召色砂賓シルト混)
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第Ⅳ章 遺構・遺物

65号掘立柱建物 (S B65,

第58図 ,図版30)

F2地区の掘立柱建物のう

ち,一番北に位置し,他の建

物に比べ柱穴の規模が小さい。

3間 ×2間の南北棟側柱建物

である。桁行6.2m,梁行4.7

m,平面積は29.14『である。

主軸はN-30° 一Eである。

北側の重複する S D 6503よ り

は新しく, S15の 2m東に

位置する。柱掘形は直径約60

cmの円形またはそれ以上の楕

円形である。深さは25cm～45

cmで ,掘形埋土は灰黄色シル

一0             1:3

９

７８

15cm

0                     1:4                   20cm

第55図  遺物実測図 (〃・夕・
" 1/3,ν

 1/4)
SB59 SP5783(夕 ) SB62 SD5633(ν )・ SD5860(2)
SB63 SP5672(ラ ワ)

卜で,柱痕跡には S P 6515。 S P 6526,S P 6785の ように下層に植物遺外が多量に混じる黒褐色粘質

シルトや,暗赤掲色シルトが堆積 している柱穴がある。遺物は柱穴から須恵器・土師器 。木製品が出

土している。

66号掘立柱建物 (S B66,第 56・ 59図 ,図版30)

調査区南東隅で検出した 3間×2間の南北棟側柱建物である。建物の周囲には南北には幅30cm～ 50

cmの東西には幅80側 ～130cmの溝が配される。重複するS B67と は柱穴間の切り合いからこれより新し

いと判断した。桁行は6.2m,梁行4.3m,平面積26.66♂である。主軸はN-13° 一Eである。柱掘形

はやや不整形であるが,約 120cm×約80cmを基本とする円形であったと考えられる。深さは40cm～ 60cm

で,掘形埋上には責灰色粘質シルトに灰色砂が混じる上で,柱痕跡には下層に黒褐色ピート層,上層

には暗灰責色シルトと灰色粘質シルトが混じる層が堆積している。柱痕跡は長径は約60cm～70cm,短

径は約40cmの ものが残っているも周囲の溝の埋土は灰オリーブ色,ま たは灰黄褐色粘質シルトで,植

物遺体・炭化物が混じる。遺物は柱穴と溝から須恵器・土師器・木製品が出土している。94は S P 6570,

S P 6572か ら出土した須恵器の杯蓋で,端部は三角形状で,頂部には自然釉がかかる。また, S D6587・

S D6590,S D 6591か らは8世紀第 2四半期の杯蓋・杯 B(95～97)が出上している。97は 回径9,9cm

で, 7世紀まで遡る可能性もある。

67号掘立柱建物 (S B67,第56図 ,図版30)

S B66と重複する3間 × 1間の東西棟側柱建物である。桁行は5m,梁行は2.lm,平面積は10.05

ドである。主軸はN-76° 一Wである。柱掘形は直径25cm～40cmの円形で,深 さは10cm～ 20cmである。

掘形埋土は灰色粘質シルトの単層で,炭化物が混じる。柱掘形の規模から見ても簡素な建物だったこ

とが窺える。遺物は S P 6574か ら土師器が出上している。

68号掘立柱建物 (S B68,第 57・ 59図 )

S B66の東に隣接する3間 ×2間の規模と推定される南北棟側柱建物である。この建物もS B66と

同じく東・南 。西方向に溝が配されるが, S B66と は逆に東西の溝の幅が狭い。10基の柱穴の内, 5

基の柱穴しか検出出来なかったが,その配置から桁行6.4m,梁行4.8m,平面積30。 72だ と推定される。

６３

６６７

〃
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SD6589

SP6597  A

lm(柱穴等断面 )

SP6572
125Y4/2暗 灰黄色粘質シルト(F。■5/ユ灰色粘質ンルト混)
ワ10YR2/3黒 褐色ピート層
925Y5/1責 灰色粘質シルト(10マ 6/1灰色砂郷%混 )

SP6570
1秀YV琢オリーブ色鵜質シント(5Y灰色粘賓ンルト混劇 し効楢切遺体混)
225y5/2暗 灰黄色お質シルト(5V5/1「At猫質シルトラ

"ッ
ク状に混炭花物混)

35Y5/1灰 也猫質シ″卜(炭イ働 植効遺体混)
4 10YR3/2黒 渦色ピ峠卜層
5 25YFD/1黄灰t粘質シ,レト(10Y6/1灰色砂IO%混 .炭化物植物遺体混)

一・ ／．％
　
螂

SD6587
15Yン 1灰色シルト質活土
Z5Y5/1灰 色シルト質粘■
(25Yν 2暗灰黄色シルト質粘■れ炭化物混)

15Y5/琢 オリーブ色結質シルト
(財ヒ物混 )

SD6589
12うY5/2黄灰色ンルト質粘■
(炭イヒ物 植物遺体混)
25Y6/1灰 色シルト蜜鵜土
(炭花物混)

SD6591
15V4/2灰 オリーブ色粘質ンルト(植物遺体混)
2 2arV2暗 灰黄色シルト質粘土(炭イヒ物植物遺体混)

SP6567
15Yン 1灰色粘質シルト
(2,b″嗜灰寅色癌質■/gック状に混炭イヒ物植物縦体温)
2 10YR2/3黒 禍色ピート層
875Y5/1灰 と粘賓ンルト

SD6590
1 10YR4/2X費 鶴色粘質シルト
(5Y5/ユ 灰色粘質シルトカ ック状に混炭イヒ物植物遺体混)

第56図 遺構実測図
SB66・ SB67

密



SP6S80  2

SD6821           SD6823
125Y,2暗 灰貨色粘質シルト &・DY5/1黄灰色拙質シルト(2W5カ暗灰資色粘質シルト90%混

2貞腎継貴色粘質シルト 与夕評影攘優雹範饗シヤヽ鬱5Yυ叛黄色粘土カックAに混)

蝉
斡

12W4/1黄 灰t鵜質シルト(20お″仄費色お土ノロック状に混)
22・Dl,ワ E1/k黄色お質シルト(25Y6カ灰寅色粘■カック状に況)

SP6735
1 25YFO/1黄 灰色ンルト
ワわY4/ユ 黄灰色シルト

第Ⅳ章 遺構・遺物

SK6742

SP6745
125Y5カ暗灰黄色シルト

効色シ，レト　　　帥

灰
灰
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ＳＰ６７４‐”抄　　　獅・Ｅ

「

獅一Ｆ

獅一Ｋ
一
ｒ

α獅一‐

デ豹一Ｊ

SD6736
125Y5/2暗 灰黄色粘質ンルI
2 25YS/1黄 灰色粘質シルト
910Y聰 9暗褐色ピート層

lm(柱穴等断面 )

遺構実測図
SB68。 SA 4

12・JY5/3費 褐色活質シルト(10YR3/1黒 禍色シルト質粘土混)
275Y4/ユ欄灰色粘質シルト(「r5/1灰色砂質ンルト混炭イヒ切混)
35Y4/2仄 オリーブ色砂質シ,レト(5Y5/1灰色砂質ンルト混)
4誠γl灰色砂質シルト(5Y3/1オリーブ黒色シルト賓粘■カ ック状に混)

SK6742             SP6743
12「r5″暗灰黄色シ″卜  125Y5/2暗 灰黄色シルト

225Y5/1責 灰色ンルト
325Y4/2暗 灰黄色ンルト

第57図

3575//1灰 色シルト
425Y4/1責 灰色猫賓ンルト

庖



2古 代

第58図

SP6532
12う Y4/勢 リーブ褐色粘質シルト
(炭化物混)
27う YR4/2X褐色シルト
(植効遺4vH)
32う Y5/3黄褐色粘質シルト
(楢物遺体混)
425Y4/1資 灰色ンルト質粘■

遺構実測図
SB65

鵜
岡
―――
脚
―
‐
―――
――――‐
脚
廻
ｂ

ｏ
1:4     10cm

第59図 遺物実測図 (ν～露 1/3,″  1/4)
SB66 SP6565(ラ ワ) SP6570・ SP6572(フ ) SD6587(ラぢ) SD6590(2テ ) SD6591(フ7)

SB68 SD6736(露 )

⑬
SP6532

S866
SP6570'SP6572

/功

翻



第Ⅳ章 遺構・遺物

柱掘形は長径約70cm～ 90cm,短径約60cm程度の楕円形が多く,深さは40cm～50cmである。掘形埋土に

は黒褐色ピート層は見られず,暗灰黄色シルト・黄灰色シルトが堆積している。 S D6736・ S D6留 0・

S D 6821は深さが10c14～ 20cmで , S D 6736の下層には黒褐色ピート層の堆積が見られる。遺物は須恵

器・土師器・木製品が出土しており,98は S D6736か ら出上したもので 8世紀末の杯Aである。内底

面にはヘラ記号が残る。

4号柵 (SA4,第 57図 )

F2地区で検出した南北方向の柵とした遺構。 S B68の北において長辺 lm,短辺90cmの 長方形の

穴を3基検出した。穴の規模が揃っており,その規模が S B66の柱穴と似ていたことから,掘立柱建

物の可能性を考えて周辺を精査したが他の柱穴は検出できなかった。従ってここではとりあえず,柵

として扱うが建物の可能性は否定できない。しかし,埋土は数種類の土がブロック状に混じり合う土

で, S B66等の建物の埋土とは明らかに異なっていた。遺物は須恵器・土師器が出土している。

(島田美佐子)

C 溝
3003号溝 (S D3003,第 60図 )

C地区中央を南北に分かつ谷部の東側を沿うように走る溝。C地区においては古代の建物群は大き

く谷部で分かれるが,建物群と谷部との間にあり,建物群を区画する役割を果たしていたのではない

かと推定される。埋土は暗オリーブ掲色の砂質上の単層で,出土遺物には土師器がある。

3540号溝 (S D3540,第 62図 ,図版45)

C地区中央の南側で部分的に検出した溝と考えられる遺構。北側の中央部分が深くなっており, 2

基の遺構が切 り合っているようである。新しい溝は幅が約70cmで,覆上が炭化物混じりの黒味が強い

暗灰黄色シルトが堆積し,深さは37cmである。古い溝は覆上の色がやや明るく暗灰責色シルトで深さ

は15cmと 浅い。遺物は須恵器・土師器が出土している。須恵器は 8世紀後半から9世紀第 1四半期の

杯・壷蓋が出土している。

128は 8世紀第 1四半期の杯 Bで ,高台内側に「厨」の墨書がある。1331よ 8世紀第 3四半期の杯A

で,底部外面に「T」 字状の漆痕がある。

谷部 (第 60・ 61図 ,図版44)

C地区中央を南北に走る幅約16mの谷である。この谷は深い所では1.2mを測るが,下層の砂層は古

代以前に埋まったもので,こ の層からは6世紀の上師器の高杯 (119)が出土している。砂層の上面に

は古代の谷の埋上のⅣb層 ,古代の包含層のⅢb層 ,近世遺物包含層のⅡb層 ,耕作上の順に堆積し

ており,古代においては既に深さ約60cmぐ らいの谷というよりも浅い窪地状を呈していたようである。

遺物は主にⅡb層～Ⅲ層から出土しているが,時期幅のある遺物が混在して出土しており,須恵器・

土師器・珠洲・支脚 。木製品などが出上している。珠洲は谷の最終段階の遺物である。須恵器は 6世

紀～10世紀の杯蓋・杯 。皿・壼・甕・平瓶が出上している。

100～ 102・ 109は S11・ S12と 同時期の遺物で 7世紀第 3四半期から第 4四半期のものである。

108は 9世紀第 1四半期の杯 Bで ,高台内側に「真□」の墨書がある。杯蓋の104の内側には重ね焼き

の跡が残り,105は天丼部外面に厚 く自然釉がかかり,内面には薄く墨痕が残る。表面は摩耗しており,

一部には漆が付着している。転用硯である。114・ 115は壺の体部で,114は体部下半にロクロ削りが施

される。時期は 8世紀前半である。117は 6世紀の甕の口縁部,日径40cmで口頭部に細線の櫛描波状文

が施される。118は平瓶の口縁部である。土師器は 6世紀から9世紀の高杯・重・甕がある。1191よ外

例
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第Ⅳ章 遺構・遺物
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面ハケメ調整後ヘラミガキ,内面ハケメ調整の高杯杯部である。120は 7世紀後半の壺で,ほぼ完形で

ある。日縁部は外面ヨコナデで内面はヨコ方向のヘラミガキ,体部は外面がハケメ調整後ヘラミガキ,

内面は下半がハケメ調整後ナデ,上半がナデ調整,底部は平底である。124。 125は 9世紀の小型奏の

底部である。124は体部下半にロクロ削り,125に は手持ち削りが施される。

4355号溝 (S D4355,第 63～66図 ,図版31・ 45～ 47)

(島田美佐子)

調査区中央を南南西から北北東へ流れ,幅84cm,深 さ32cmを測 り,埋土は黒褐色砂質シルトが主体

である。遺構の新旧関係ではS D4362。 S D4581よ り新しく,調査区南端に位置し東西に流れるSD

5378と はL字状につながる可能性が高い。東西には建物群があることから区画溝の可能性も考えられ

る。多量の遺物が集中して廃棄されており, S D4362の 遺物と接合するものもある。出土遺物には須

恵器 (134～ 186)。 上師器 (189。 220)・ 土錘 (190～ 212)・ 底板 (187・ 188)。 加工木・鉄津 (213)

がある。

134～ 143は須恵器杯 B tt。 口径14。 2cm～ 16.4cmを 測り,日縁端部は断面三角形を呈するものや内端

面に稜をもつものがみられる。頂部外面はロクロ削りされ,つ まみは扁平な擬宝珠形である。134・

135は内面にヘラ記号「×」があり,143は外面にヘラ状具による線描がみられる。144～ 158は杯 B。

口径12.4cm～ 16.2cmを 測 り,12cm台 のものが多い。高台は低 くやや外に踏ん張る形態である。159～

184は杯 A。 口径10cm～ 15。 2cmを測り,体部のタト傾度が弱いものと,浅 く外傾度が強いもの (169。 175

～177・ 181)がある。172・ 173の底部外面,184の内面見込みには「サ」とみられる墨書があり,183の

底部外面には漆書きの文字「十」がみられる。185は須恵器長頸壷。外反する口縁部を上方につまみ上

げている。186は須恵器短顎壷。やや扁平な球胴形を呈する体部に直立する口縁部がつく。189は土師

器鉢。外反する口縁部に小さい注目を作 り,体部上部内外面をカキメ調整,下半部をハケメ調整する。

220は土師器鍋。口縁部はくの字に屈曲し,端部は外傾し面取りする。 8世紀～ 9世紀代のもの。190

～212は管状土錘。211が直径3,2cmの太形である以外は,直径 l cm～ 1.3cmを測る細形である。213は鉄

淳。表面には気泡が多くみられる。

187・ 188は底板。188の側面には側板と結合するための木釘と釘穴が 5箇所みられる。

o                                                  15cm

第62図 遺物実測図 (1/3)
SD3540

潔



第Ⅳ章 遺構・遺物

4362号溝 (S D4362,第 63・ 66図 ,図版47・ 48)

南西から北東に流れ,X194Y251付 近で S D4362と重複または分岐している。幅 lm,深 さ24cmを

測り, S D4355よ り古い。南に位置するS D4581と は4m～ 8mの間隔でほぼ並行している。埋土は

上層が黒褐色砂質シルト,下層が黄灰色～にぶい黄色砂質シルトである。出土遺物には須恵器・土師

器・土錘 (214)・ 加工材がある。

214は太形の管状土錘。端部は平坦に面取りしている。

4359号溝 (S D4359,第 63図 )

S D4355と S D4362の北側に位置し, 2条の溝に挟まれる。幅 lm,深 さ15cmを測り,埋土は上層

が炭化物が混じる黒褐色砂質シルト,下層が黄褐色砂質シルトで,土師器が出上している。

4383号溝 (S D4383,第 66図 ,図版47)

調査区東端 S X43841こ重複しており,幅34cm,深さ12cmを測る。出土遺物には土師器 (215)がある。

215は土師器甕。体部外面上部にカキメ調整,下部から底部にかけては手持ち削りで,体郡タト面には燥

が付着している。

4643号溝 (S D4643,第 63図 )

S D4581の東約 2mに並行し,幅 lm,深 さ1lcmを測る。出土遺物には土師器がある。

4577号溝 (S D4577,第 63・ 82図 )

S D4581の東に位置し,幅54cm,深さ10cmを測り,埋土は灰黄褐色砂質シルトである。新旧関係で

イよS D4581よ り新しい。

4581号溝 (S D4581,第 63・ 66図 ,図版47)

調査区中央をS D4355と並行して流れ,幅86cm,深さ17cmを測り,埋土は炭化物が混じる黒色砂質

シルトである。出土遺物には須恵器 (224)。 土師器 (216。 217)がある。

216。 217は土師器奏。216は ロクロ成形で,口縁端部が内側に折れ曲がる。底部外面に回転糸切り痕

があり,体部内面はカキメ調整,外面はロクロナデで,口縁部には煤が付着している。217は口縁端部

を九 く収め,内外面ハケメ調整である。224は須恵器杯 B。 8世紀のもの。

4773号溝 (S D4773,第 66図 ,図版47)

X177Y251に 位置し,幅24cm,深 さ6 cmを測り,土師器 (218)が出上している。

218は ロクロ成形の上師器甕。口縁部が外反し,端部を上方に引き上げる。

5044号溝 (S D5044,第 63。 66図 ,図版43・ 48)

X189Y236, S B46の 東に位置し,幅89cm,深さ15cmを測る。埋土は黒褐色砂質シルトで,須恵器 。

土師器 (219)・ 土錘 (221・ 222)が出土している。

219は土師器鍋。口縁部はくの字に屈曲し,端部は外傾して面をとる。内面はカキメ調整,外面は

手持ち削りとハケメ調整がみられる。

221・ 222は細形の管状土錘。端部は僅かに平坦な面をなす。

5159号溝 (S D5159,第 63・ 66図 ,図版47。 48)

X184Y235, S B51の 東に位置し,幅 lm,深 さ34cmを 測る。埋土は上層が炭化物が多く混じる黒

褐色砂質シルトで,中層の褐灰色砂質シルトとの間に有機物が多く混じる層を挟み,下層は有機物が

多い黒褐色粘質シルトである。出土遺物には須恵器 (226)・ 土師器 (223・ 225)・ 土錘・加工材があ

る。

226は須恵器杯 B蓋。口径12.2cmを 測り,つ まみは背がやや高い擬宝珠形を呈する。頂部はロクロナ

筋
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SD4355
1 10VR4/1褐 灰色砂質シルト(炭1423%混 )
2 10YR3/1黒福色砂質シルト
925Y6/41こ ぷい黄色砂質シルト(25Yνユ黒褐色■/uック状に混)
4 10YR3/ユ黒褐色砂質シルト(炭化物″%混 )
5 10YR3/1黒喬色砂質ンルト(5Y5/1灰 色土ノロック状に311%混 )

SD4362
6 10YR3/23褐 色砂質ンルト(10YR5/6黄 褐色砂5%混 )
725Y5/1黄灰色砂質ンルト(25Y3/1黒 褐色■ブロンク状に3%滉 )
8 10YR3/1黒褐色砂質シルト(10YR3/1灰 白色エアロック状,こ211%混 )
025Y6/3に ぷい黄色砂質シルト(25Y3/1黒 褐色土/Hッ ク状に5%混 )

SD4359
1 10YR3/1黒 褐色砂質ンルト(炭化物5%混 )
225Y5/3黄禍色砂質ンルト(25Y3/1黒 褐色土ノロック状に混)

SD4362
1 10YR9/2黒 褐色砂質ンルト(10YR8/1灰 占色■m%,炭化物3%混 )
2 5Yν3におい黄色砂土
3 10YRワ /1黒色砂質ンルト

ξ】脇 麟盤踏 般機擁雉3と》謎鍮 )
SD4363
0 10VR3/1黒編色砂質シルト

13

SD4643
125Y4/1費 灰色砂質シルト(炭化物5%温 )
225Y6/2灰黄色砂質土
(10VR3/1黒 褐色■カ ック状に3%混 )

SD4581
1 10YR2//ユ黒色砂質ンルト
(炭化物5%混 )

SD4577
Z10YR4/2X黄 褐色砂質ンルト
(10YR3/1黒 褐色土p%混 )

SD5044
1 lωrRe/2黒褐色砂質シルト
(25Y7/2灰 黄色土プロック状に15%混 )

SKS045
1 10YR3/1黒 褐色砂質シルト
(25Y7/2「A黄色土アロック状に15%混 皮イヒ物混)

第63図 遺構実測図

SD5159
1 10YR3/1黒 褐色秒質シルト(炭化効10%混 )
2 75YR3カ 黒褐色砂質シルト(右検物混)
a10YR4/1褐 灰色砂質ンルト
47う Y3/1～ 3/2黒褐色粘質シルト(有機助層 )

1～ 4. SD4355  5・ 6. SD4355,SD4362  7～ 10。 SD4359  11, SD4362  12. SD4362・ SD4363
13. SD4643  14. SD4577・ SD4581  15'16. SD4581  17. SD5044。 SK5045  18, SD5159  19・ 20。  SD5378

“



第Ⅳ章 遺構・遺物

第64図 遺物実測図 (′ν～′2 1/3,
SD4316(′ゼフ)SD4355(寛〃～′″ )
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デ調整で,口縁端部は垂下し,断面三角形を呈する。内面には「河王」と墨書がある。 8世紀第 4四

半期のもの。

223は土師器甕。223の底部外面は手持ち削りで,全面に煤が付着している。

5378号溝 (S D 5378,第 63図 )

調査区南端を東西に流れ, S D4355と はL字状につながる可能性が高い。幅79cm,深さ14cmを測り,

埋土は炭化物が混じる黒褐色砂質シルトである。出土遺物は多く,須恵器・土師器 。加工板がある。

(中川道子 )

5600号溝 (S D 5600,第 68・ 69,71図 ,図版32・ 49)

El・ E2・ Fl～ F3地区に跨る古墳時代の自然流路である。流路の幅はEI・ E2地区の検出

状況から推定すると約70mで,両岸寄りの深度が一段深くなっており,中央部が浅く平坦面を呈して

いる。El地区の左岸では底を確認できたが,E2地 区の右岸では湧水が激しく崩落の危険があった

ため最深部は確認できなかった。El地区で確認した堆積埋土は比較的単純で,大 きく3層 に分かれ

る。上層が責褐色粗砂と粘上の互層,中層が特徴となる植物遺体を多量に含む黒褐色粘土層,下層が

灰色細砂層で,最下層は中央部で礫層となっている。遺物はEl地区の左岸から黒褐色粘土層に混じ

り出土しており,その下層からは出上しない。また,El地 区においてはこの流路の上面では古代の

遺構は検出しておらず,当時は未だに安定した地盤とはなっておらず,低湿な場所であつたと推定さ

れる。Fl～ F3地区の検出状況は上層から新しい流路が切 り込んでいるためやや複雑となっている

が,特徴となる植物遺体が多く混じる黒褐色粘質土がここでもレンズ状に堆積している。ここでは最

終段階において灰白色粘質シルトが堆積し,こ の上面に古代の遺構が築かれていることから,El地

区に比べ安定した地盤であった様子が窺われる。

出土した遺物はすべてEl地区からで須恵器と土師器が出土している。遺物の時期は 6世紀末から

9世紀第 2四半期のものがある。須恵器は杯蓋・杯・短頸壺・平瓶があり,平瓶以外は上層から出土

しており,流路の最終段階の遺物と推定され,右岸の集落の遺物の時期と同じで, 8世紀から9世紀

のものである。平瓶 (231)イよ7世紀後半の遺物で,口縁部と体部の一部を欠くがほぼ完形である。

体部外面上半部はカキメ調整,下半部はロクロ削りが施されている。土師器は流路の中層から6世紀

末の土師器の重 (233)と 甕 (234)が出上している。233は橙色を呈し,日縁部外面が縦方向のヘラミ

ガキ,内面が横方向のヘラミガキ,体部は外面が横方向のヘラミガキ,内面がナデ仕上げで非常に丁

寧な作 りである。234は球形に近い体部で,外面ハケメ,一部削り調整,内面はハケメ調整である。

5601号溝 (S D 5601,第 67・ 71図 )

El地区北西で検出した東西に走る溝。部分的検出で,北側は撹乱により削られている。遺物は 8

世紀の須恵器の甕 (235)が出土している。

5602号溝 (S D 5602,第 67図 )

Fl地区の S D 6329と 同一の溝で北東から南西へ S D 5600に流れる溝である。周辺の建物群との切

り合いはすべて負けており,時期は若干古い。しかし, S B63周辺の浅い窪地に堆積していた黒褐色

粘質土よりは時期は新しい。遺物は土師器が出上している。

5620号溝 (S D 5620,第 67図 )

El地区中央を南北に走る溝。北端は撹乱に切られる。周囲は撹乱や削平の影響を受けており,遺

構もほとんど検出できなかった。溝の西側に位置するS B61は建物の主軸がほぼ北を向いており,同

時期の遺構の可能性がある。出土遺物には土師器がある。

代
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5622号溝 (S D5622,第 67・ 71図 )

El地区北端を逆「 L」 字形に曲がる溝。南端は調査区外へ,北端は町道を狭んだD地区方向に延

びるがD地区では続きを検出できなかった。当初別遺構として掘削したが,屈曲部が撹乱を受けてい

るだけで同一遺構と判断した。遺物は 8世紀第 3四半期の須恵器の杯A(237)と 土師器の鍋 (236)

が出上している。鍋は口径35cmで ,体部外面には縦方向の手持ち削りが施される。

5630号溝 (S D5630,第 71図 )

長さ1.3m,幅 15cm,深さ 5 cmの小規模な溝であるが,須恵器が出上している。238は 8世紀第 3四

半期の杯 B,239は 8世紀前半の杯Aである。

5839号溝 (S D5839,第 71・ 87図 )

El地区北端で検出した南北に平行する溝群のうちの 1条である。畠と推定される。240は 8世紀第

3四半期の杯 Bである。                           (島 田美佐子)

5928号溝 (S D5928,第 72・ 88,91・ 103図 )

E2地区のさく状遺構である。土師器甕 (241)がある。口縁部は直線的に開き,日縁端部は直立気

味でやや窪んだ面をもち,先端をつまみ上げている。口縁部はロクロナデ,体部は内外面カキメ調整

で,内面には炭化物が付着している。時期は 8世紀である。

5947号溝 (S D5947,第 72・ 88・ 89。 91図 ,図版49)

E2地区のさく状遺構である。出土遺物には須恵器杯 B(242)がある。日径13.6cm,器高5。 3cmを

測り,高台は低いがやや外に開き,端部に面をもつ。時期は 8世紀第 4四半期である。 (中川道子)

6210号溝 (S D6210,第 67図,図版32)

南北に走る断面逆台形の溝。坦土の下層には植物遺体が含まれる。 S D6211・ S D6212・ S D6213・

S D6215よ り新しい。しかし,出土遺物もなく詳細な時期は不明である。

6211号溝 (S D62■,第67図,図版32)

S D6210と交差する溝。 S D6212・ S D6213よ りは新しく,S D6214・ S D6217に は切られる。上

層には浅黄色の砂が堆積する。遺物の出土はない。

6216号溝 (S D6216,第 67図 )

東西に走る溝で S D6258よ りは新しいが,S D6219と の切 り合い関係は不明確である。西端の下層

からはS K6233が見つかっている。上層には植物遺体を含む暗灰黄色砂質上が堆積する。須恵器が出

上している。

6219号溝 (S D6219,第 67。 73図 ,図版77)

S D6216と交差する溝。 S D6216と の合流部で 7世紀前半の提瓶 (244)が出土している。また,古

墳の周溝と推定するS D6270や S D6258よ り新しい。243は 中央に長方形の穴が 2箇所穿たれた板状の

木製品である。提瓶は体部がやや歪んだ器形で,口縁端部が欠損する。体部はロクロナデ調整で肩部

には形骸化したC字状の取っ手が付 く。

6258号溝 (S D6258,第 67・ 73図 ,図版49)

古墳の周溝 S D6270の南西側を切り南北に流れる溝で,幅約2.6m,深 さは約50cmで ,下層には砂が

堆積する。須恵器と加工材が出上している。248は 3,3cln× 2.3cm角 の棒状の木製品で,片方の先端が削

られて尖っている。

6259号溝 (S D6259,第 69・ 73図 ,図版49)

上層の S D6203の下層で検出した溝で,S D5600を 切っている。幅は6。 4m,深 さは約 lmで ある。
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SD5601
ユ瑯 5/2暗灰黄色砂質ンルト
225Y6″灰黄色砂質シルト
(25て アヽ2暗灰黄色砂質シルト20%混 )

SD5622
125Y3/2黒 禍色粘質ンルト
225Y4/2暗灰黄色粘質シルI

SD6210
125Y4/3オ リープ召色砂質土
(25Y3/1黒 褐色±25YS/1灰白色土プロック状混)
2 25YVI黄 灰色砂質シルト(植物遺体3%混 )

l

15

SD6219
125Y5/2暗 灰黄色砂質シルト

SD6331
1 10YR4/1鶴 灰色絹質ンルト(25Y7″灰黄色砂希状混)

第67図 遺構実測図
1. SD5601  2～5. SD5602  6 ・7. SD5620

13. SD6211・ SD6217 14. SD6216・ SK6233

ν

SD5602
1ユOYR4/1禍灰色粘質ンルト
(10YR5/6黄 褐色粘質シルトarL鉄混)
22うV4/2暗 灰責色砂質シルト
3 10Yttν璃 灰色粘質シルト
(10YR5/6黄 獨色粘質シルト酸化鉄混)

6

SD5620
1 10YR4/2「A黄禍色砂質シルト
225Y5/8責福色シルト賓砂
8 10YRe/3暗 褐色砂質シルト
■10YR4/3に ぶい黄獨色砂質シルト

3

4 10YRシ8暗褐色砂質シルト
5 10YR3/3黒 掲色鵜上
6 10YR2/ユ黒色砂質シ″ト
■ユOYR3/ユ暗褐色砂質土 (酸化鉄混)
a10YR7ユ褐灰色砂質ンルト(地山20%混 )

SD6216
1ワうY4/2暗灰黄色砂質土(植物遺体混)
2″うY3/2黒 禍色砂質■(炭化物5%混 )

SK6233
&ワ 5聰/2黒禍色砂質ンルト(25▼/3浅黄色砂混)

SD5623
1ワ 5Y4/2暗灰黄色砂質ンルト
2 10YR3/2黒禍色砂質ンルト

SD6217
125Y4/2暗 灰黄色砂質■(植物遺体混)
25Y4/1灰 色粘質ンルト(5Y8/1灰自色砂混)

SD6258
825Y4/2暗灰黄色砂質シルト(2う Y8/1灰 白色■5%混 )
425Y6/4に おい黄色砂(25Y5/8黄 褐色土カ ック状混)
5 10YR4カ灰黄褐色砂質シルト
&ユ OYR5/ユ褐灰色砂質主(植物遺体混)
■5Y6/1灰 色砂(5Y7/8浅黄色砂/Hック状混)
a5V5/2Xオリー‐21(25Y3/1黒褐色土混)
,5BC7/1明青灰色砂質土

0                                               2m

8. SD5622  9 。10. SD5623  11. SD6210  12. SD6211 ,SD6212

15, SD6219  16. SD6202・ SD6258  17. SD6331

SD6211
l IOYRV叛黄禍色砂質シルト(10YR8/1灰 白色■カ ック状混)
ク25Y7/4浅黄色砂
&25Y5/2暗灰黄色砂質土 (25V3/1黒 褐色±7Hック状混)
45Y5/2FAオリープ色砂質土(25Y3/1黒 褐色土カ ック状混)
525Y6/4に ぶい責色砂
0 5YO力 灰オリーブ色砂僚ンルト(2う Y6/4ttぶい賛色砂カ ック状混 )
725Y″琢 黄色砂質土
8511G5/ユ青灰色砂質■ (25Y3/1黒 褐色土カ ック状混)
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第70図 遺構実測図
SD6203・ SK6714・ SD6720
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遺物には内外面赤彩の 8世紀後半の高杯 (246)が出上している。

6328号溝 (S D6328,第 73図 )

Fl地区北側で検出した溝。 S D6329よ り古い。 8世紀第 2四半期の須恵器杯 B(249)が出土して

いる。口縁部は外反し,見込みには仕上げナデが施されている。

6331号溝 (S D6331,第 67図 )               ・

Fl地区北端で検出した,溝で西へ調査区外へと廷びる。畠と考えられるS D6327に切られる。底

面は平坦で埋土は褐灰色粘質シルトの単層である。内部には護岸状の杭列が認められ,何 らかの水利

施設の役割を担っていたものと考えられる。

6501号溝 (S D6501,第 74・ 76図 )

調査区外から北東に延びる浅い溝。 8世紀第 1四半期の杯A(250)が出上している。

6502号溝 (S D6502,第 74図 )

S D6501の北約 2m, S D65011こ ほIF平行する浅い溝。重複するS D6503よ りは新しい。土師器が

出土している。

ユ:3                     15cm

r6           30cm
O                         l:12                     60cm

第73図 遺物実測図 骸密シ π・ンフ
SD6219(芝物ワ・塚ク ) SD6258(芝 物τ)
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6503号溝 (S D6503,第 74図 )

S D6502と重複し,途中からS D6504と合流し,西進する溝。 S B65の柱穴の切 り合いは,溝のほ

うが古い。遺物は土師器が出上している。

6504号溝 (S D6504,第 74図 )

S D6502の約 3m北に位置し,S D6503と 合流する。 S D6505よ り古く,S D6506よ りは新しい。

これらの溝は人為的に掘削された溝というよりは,自然にオーバーフローして流れた跡のように蛇行

したり分岐したりしている。須恵器と土師器が出土している。

6506号溝 (S D6506,第 74・ 76図 )

S D6504の北側で重複する溝。S D6504・ S D6505よ り古い。途中で分岐し再び合流する。SD

6504と 同様の性格の自然流路である。遺物は須恵器と土師器が出上している。251は 8世紀第 3四半期

の杯蓋で,天丼部外面にはロクロ削り,内面には仕上げナデを施している。

6507号溝 (S D6507,第 76図 )

S D6502の西に位置する小規模な溝。覆上の上面から焼土ブロックの混入が認められ,深 くなって

いた北側では焼土や炭化物が多く混じつており,下層には植物遺体が堆積していた。この溝の西には

この遺構と良く似た性格の S K6596が ある。遺物は須恵器と土師器が出上している。252は 8世紀のロ

クロ成形の上師器の奏である。

6508号溝 (S D6508,第 74図 )

S14の西側で検出した南北方向の溝。 S D6509と ほぼ平行し,S14と 関連するとも考えられる

が,南で検出したS D6592。 S D6722な どの柵状遺構の廷長とも考えられる。須恵器と土師器が出土
″ねllal                   ___          劉                                  22alm

SD6501
125Y5/1黄 灰色シルト(炭化物10%混 )

SD6506
425Y5/2暗 灰責色鵜質ンルト

SD6502
1 10YR3/3暗 褐色粘質ンルト(炭イヒ物混)
225Y5/2暗灰黄色粘質ンルト

SD6503
325Y5/3寅 褐色粘質ンルト

SD6509
l10YR5/2X賛褐色4A質シルト(炭化物混植物遺体混)
SD6508
225Y5/2暗 灰黄色粘質シルト(炭化物滉)

SD6512
125Y54/8黄 褐色th質シルト
(25Y5/2暗 灰黄色粘質シルト混 炭化物混 )

SD6304
125Yシ 9黄褐色砂質シルト

SD6505
225Y5/9黄 褐色砂質シルト
325Y5/2暗灰責色粘質シルト

SD6582
125Y4/2暗 灰資色粘資シルト(炭化物混)

SD6583
2,5Y5/2暗 灰費色粘資シルト
(5Y5/1灰色粘質シルトプロック状に混,炭化物混)

SD6S86
125Y5/2暗 灰責色粘質ンルト
(5Y5/ユ灰色消質ンルト混炭化物滉)
Z rOY4/1灰 色シルト質IA土

SD6799
1瑯る/1黄灰色ンルト(炭化物10%混 )
225Y5/1黄 灰色シルト

第74図 遺構実測図
1. SD6501  2. SD6502・ SD6503

6. SD6582・ SD6583  7. SD6586

露

3, SD6508,SD6509 4.

8. SD6816  9, SD6799

SD6504～ SD6506 5. SD6512

10。 SD6727

%
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している。

6509号溝 (S D6509,第 74図 )

S D6508に平行する溝。柵状遺構の可能性がある。埋土は炭化物と植物遺体が混じる灰責褐色粘質

シルトで,深さは1lclnである。遺物は土師器が出上している。

6511号滞 (S D6511,第 76図 )

S B65と重複する南北方向の浅い溝。北は S D65031こ切られる。建物との切 り合いは不明である。

8世紀第 3四半期の杯 B(253)が出上している。

6512号溝 (S D6512,第 74図 )

S15の南西で検出した南北方向の溝。 S D6759・ S D6710と平行し,柵状遺構の可能性もある。

土師器が出上している。

6559号溝 (S D6559,第 76図 )

S15の南に位置する不整形な溝で,深さも一様ではないが,上師器片がまとまった状態で出土し

ている。254は口縁部を欠くが形が復元できた土師器の鍋である。体部外面はハケメと一部手持ち削り

調整,内面はハケメ調整である。 8世紀前半のものである。

③
O SЮ

628

SD6903
125Y4/2暗 灰黄色粘質シルト(炭イと物混)
2ワ 5Y4/1黄 灰色砂質シルト
(5Y5/1灰 色砂10%混 決イと物混)
a10YR5カ灰黄鶴色砂質ンルト
4 10YR3/1黒 褐色粘資シルト
5 10VR3/1黒 褐色粘質ンルト
(5V6/1灰 色砂40%混 )
025Y5/1黄灰色砂質ンルト
(5Y6/1灰 色砂30%混 )
夕25Y4/1費灰色砂資シルト
(575/1灰 色砂滉) 0                         1:20 lm

第75図 遺構実測図
SD6903

鍔
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6582号溝 (S D 6582,第 74図 )

S D6583。 S D6797・ S D6798と 平行する溝。幅約45cm前後で規模もほぼ同じである。調査区中央

の柵状遺構群の向きが北より東に振っているのに対し,こ れらの溝は北より西に振っているので時期

の違う柵状遺構群と考える。須恵器・土師器が出上している。

6583号溝 (S D 6583,第 74,76図 ,図版77)

S D6582の西側に位置し,こ れに平行する溝。柵状遺構である。遺物には須恵器・土師器・木製品

があり,255は楔形状の木製品で,板状の長方形の材の片方を両側から削っている。

6586号溝 (S D6586,第 74・ 76図 )

S B66を 囲む北辺の溝 S D6588の北側で検出した溝。北側に向かって幅広くなっているが,本来の

溝幅は南側の一段深い溝の幅であったと考える。上錘 (256)が出土している。

6720号溝 (S D6720,第 70,76図 )

S D 6461の下層の溝の西に広がる浅瀬状の自然流路。S D6461と の切り合いはほとんどなく同時期

と考えている。覆土には多くの自然木が混じり,特に北端で多く検出できた。その中には加工された

板材 (261)な ども含まれた。遺物はその他に須恵器・土師器が出土している。257は 8世紀第 3四半

期の杯蓋で,天丼部にはロクロ削りが施される。260は ロクロ成形の外面に赤彩が施された椀で, 9世

紀第 4四半期のものである。この他にも図示しなかったが,口縁部内側に面を取る椀形の器形で,内

面に放射状の文様をもつ暗文土器が出土している。

6727号溝 (S D6727,第 74図 )

中央の柵状遺構の西端で検出した幅約 2mの大型の溝。長さは8.5mと 短く,北端は中央に向けて段

掘り状になっている。長方形の規格化された溝のようだが,遺物は何も出土しなかった。

6799号溝 (S D6799,第 74・ 76図 )

S D6797・ S D6798の東側で検出した幅約1.8mの溝。埋土は炭化物の混じる責灰色シルトである。

深さは深い所では24硼あり幅も広いが,底が凸凹しておりS D6582・ S D6583ら と平行していること

から柵状遺構と同様の遺構と考えられる。須恵器と土師器が出土している。262は 須恵器の杯蓋で,

S D 6583か ら出上の破片と接合できた。263と ともに8世紀第 1四半期である。

6801号溝 (S D6801,第 76図 )

S K6802と S K6804の大型の上坑の間で検出した溝。 S K6802よ り古い。底面の状態と断面観察か

ら2条の溝があったと推定される。東側の S D6805'S D6807・ S D6809と平行関係にあるので,関

連のある溝群として捉えられる。268は土師器の鍋で,口縁部と体部とのくびれはほとんどない。口径

は36.2cm,外面ハケメ後カキメ調整,一部手持ち削り調整,内面はハケメ後カキメ調整である。

6810号溝 (S D6810,第 76図 )

S D6512の西側に位置し,こ れに平行するように検出した溝。当初この一帯はS K6811を含めて竪

穴建物の可能性を考えていたが,掘削を進めるうちに,浅 く窪んだ落ち込みの中に土坑と溝を検出し

た。267は胴の張らないタイプの鍋で,やや外反気味の口縁部に外傾する端部をもつ。体部外面はハケ

メ後カキメ調整,内面はハケメ調整である。時期は8世紀後半である。

6816号溝 (S D6816,第 74・ 76図 ,図版49)

F2地区の北側,古代の建物群のはずれで検出した南北方向の溝。南端は下層確認 トレンチに切ら

れている。埋土は暗灰黄色シルトの単層で,須恵器と土師器が出土している。265は 口径15。 3cm,高さ

2.7cmの須恵器の杯蓋。時期は8世紀第 2四半期。

代

′θθ

(島田美佐子)
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6903号溝 (S D6903,第 75。 76図 ,図版49)

古墳の周溝 S D6902の南西で検出した環状に巡ると推定される溝。途中途切れるが,当初 S D6902

らと同様古墳の周溝と考えていた。しかし,出土遺物を検討した結果 9世紀の上師器が出土しており,

性格の違う遺構と判明した。しかし,半分以上が調査区外へと延びており,溝の内部では他の遺構が

ほとんど検出できなかったことから性格は不明である。出土した土師器 (266)は ロクロ成形の椀で,

底部に回転糸切 り痕を有し, 9世紀第 4四半期のものである。

9043号溝 (S D9043,第 77図 )

5号古墳の周溝であるS D9032の 内側に位置し,幅88cm,深さ8 cmを 測る。3.5m南に位置するSD

9044と並行しており,繋がつて方形に巡る可能性がある。埋土は黄褐色砂質シルトである。

9044号溝 (S D9044,第 77図 )

S D9043の南3.5mに位置し,東端で北に向かってほぼ直角に屈曲している。幅86cm,深さ 6 cmを 測

り,埋土は礫が混じるオリーブ褐色砂である。

9132号溝 (S D9132,第 77図 )

S D9075南端西側に位置し, S K9133よ り新しく,幅50cm,深さ25clnを測る。埋土は上層が黒褐色

砂質シルト,中層が暗灰黄色砂質シルト,最下層は灰色砂質シルトである。

9139号溝 (S D9139,第 77図 )

S K9001の底面で確認され, S D9140と 並行している。幅58cm,深さ13cmを測り,埋土は炭化物が

混じる黒褐色砂質シルトである。

9140号溝 (S D9140,第 77図 )

S D9139と並行しており,間隔は南側で20cm,北に向かって広がり約60cmを測る。幅38cm,深さ20

cmで ,北端で S D9139と合流して水溜まり状になる。埋土は暗灰黄色砂質シルト,責褐色砂質シルト,

にぶい黄色砂質シルトである。出土遺物には土師器がある。 (中川道子 )

2

SD9044
120r4/3オ リーブ褐色砂 (ワcn大の礫15%混 )

SD9043
1 25YF。 /8黄褐色砂質ンルト(礫15%混 )

第77図 遺構 。遺物実測図
1. SD90弼  2. SD9044
SD9450(2紗 )

ヱν

35Y4/1灰色砂質シルト

SK9133
425Y4/2暗灰黄色砂質シルト(黒傷色土カ ック状に2%混 )

SD9140
12う Yν2暗灰責色砂質シルト
22うY5/3黄 福色砂質シルト
825Y6/8にぶい黄色砂質ンルト

0            1:3傷 ,ノ         15cm

3. SD9132・ SK9133  4. SD9139  5. SD9140

SD9139
1ワ 0と 3/1黒獨色砂質シルト(炭化物混)
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9450号溝 (S D 9450,第 77図 )

F4地区南端は東に向かって緩やかに傾斜 し,調査区境でさらに一段深 くなってお り,この地形か

ら調査区東側には浅い谷地形,ま たは自然流路が存在すると予想され,こ の傾斜地をS D 9450と 呼称

することにした。2691ま 口径10,2cm,器高 3 cmの杯 Gで ,底部外面には墨痕が残る。時期は 7世紀第 4

四半期。 (島田美佐子)

D 畠

平行する溝が数本並ぶ遺構をさく状遺構と呼び,畠 と推定される遺構である。 C・ DoEl・ E2・

Fl・ F2・ F4で検出された。 C・ DoEl地 区のように建物周辺で検出したものと,E2・ Fl・

F4の ように建物を伴わなかった地区もある。遺構の時期は建物の棟方向との関係や他の溝との切り

合い関係から推定しているが,ほ とんどが 8,9世紀のものである。

C地区畠 (第 78・ 79図 ,図版33)

C地区では 3箇所でさくが検出されている。谷部西側で検出した S D3166～ S D3176・ S D3187は

北東南西方向のさくで,周辺には古代の建物は検出されない。幅平均約30cm,さ く間隔は30c14～ 80cm

で,埋土は暗灰責色砂質上が主体的に堆積する。遺物は土師器が出上している。

S B15・ S B16の 6m南で検出した S D 3463～ S D3475は S B15。 S B16の 主軸と平行しており,
ほぼ同時期と推定される。北西南東方向のさくで, S D3466と S D3470の 2条が他のものよりやや北

に振れ,切 り合いも新しい。また,南端の S D34程 はS B20の柱穴との切 り合いでこれより古い。幅

は約30cm～50cmで ,切 り合いの新しいものは幅約60cmと やや広めである。さく間隔は平均約50cnlで ,

埋土は黒掲色シルトが主体である。遺物は新しいS D3466と S D3470か ら須恵器・土師器が出土して

いる。この他に部分的な検出ではあるが,調査区西南端で, S B20と 主軸方向が同じの北東南西方向

のさくを検出している。 (島田美佐子)

D地区畠 (第80～86図 ,図版31～ 34・ 38,47。 48・ 50)

D地区のX205以北,X185付近,X172付近で検出され,さ くの方向には大きく東西方向と南北方向

がある。北から便宜的にA～ H群とし,建物群との重複が少ない部分のみ図示した。

A群 (第80図 )

S B24の 南,X215付近を中心に広がる東西方向のさくで,約 30° 北に振れている。幅30cm～ 50cm,

深さ10cm～ 18cmを測り,埋土は暗灰責色粘質シルトや灰黄褐色粘質シルトが主である。さくの間隔は

30cm～ 60cmを 測る。出土遺物にはS D4205か ら土師器, S D4210か ら須恵器, S D4218か ら須恵器 ,

S D4222か ら土師器, S D4276か ら須恵器, S D4279か ら土師器・須恵器がある。

B群 (第81図 )

X205以北,A群の南に位置し, S D4316・ S D4317と 並行している。幅30cm～ 40cm,深さ10c14～ 16

cmを測り,埋土は黒褐色粘質シルトである。さくの間隔は30cm～ 70cmを測る。

C群 (第85・ 86図 ,図版47)

X195付近を中心に広がる南北方向のさくで,ほぼ真北を向くものと東へやや振れるものがあり,新

旧関係では前者が新しい。 S B25～ S B32と重複しており,幅30cm～ 50cm,深さ10cm～ 20mを波1る。

出土遺物にはS D4343か ら須恵器 (275), S D4366か ら須恵器 (276), S D4368か ら土師器, SD
4377か ら須恵器 (271)。 土師器・土錘 (277), S D4380,S D4385・ S D4388か ら土師器がある。

271は 須恵器杯。275は 須恵器杯 A。 口径10.2cmを 測 り,口縁部がやや内湾気味に屈曲するもの

で, 8世紀第 1四半期のものか。276は須恵器杯 B。 口径11.5cmを 測り,やや踏ん張り気味の高台は体

Fθθ
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SD3171
12うY4/2暗灰黄色砂質土
(8cn大の礫滉)

SD3170
125W4/2暗 灰黄色砂質■
(8cn大の礫混)

SD3175              SD3174
125Y4/2暗 灰黄色砂質■(W4/3 15Y4/8暗 オリーブ色砂質主
暗オリーブ色砂質上鉤%混 )  つ257ν 4黄鶴色砂資土
25Y4/3暗 オリープ色砂質土

第78図 遺構実測図
SD3166～ SD3176・ SD3187

ゴθy

SD3168               SD3167
125Y4/2暗氏黄色砂質■    125Y4/2暗 灰黄色砂質土
(6cm大 の礫混)        (8cm大 の礫混)
Z25Y5/4黄 掘色砂質上     Z25Y5独 黄褐色砂資土
(3cm大 の礫滉)         (acm大 の礫混)

A

◎

○

短〇

SD3166
125Y4/2暗 灰黄色砂質上
(8cm大 の礫混)
225Y5/4黄 褐色砂質■
(8cm大 の礫混)

“

つ

ＳＤ
‐

SD3173
15V4//3暗オリーブ色砂質土

SD3172
15Y4/8暗 オリーブ色砂質土

SD3187

6

SD3169
125Y4/2暗 灰黄色砂質土
(8on大の礫混)
225Yン4黄褐色砂質土
(8cm人の礫混)

球%土 斡 0

夕艶勢土鮎
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慈9齋解歯そ疑子

5V

斡
SD3473
125Y3/1黒 褐色シルト(25Y5/2暗灰
黄色砂質シルト25%混 酸イと鉄毘)
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SD3469                      sD3468
125Y3/2黒 褐色シルト(25Yシ 2暗灰黄色   125Y3/72黒 褐色シルト(25Yν 2暗灰
砂質シルト酸イヒ鉄炭化物混)       黄色ンルト211%混 酸化鉄混)

斡
SD3467
1'5Y3/2黒 禍色シルト(25Y5″ 暗灰
黄色シルト21%混 酸化鉄混)

第79図 遺構実測図
SD3463～ SD3475
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部と底部の境より底部に入つた位置に付く。 8世紀第 3四半期のもの。277は太形の管状土錘。一端は

端面を水平に面取りするが,他端は尖る。

D群 (第82,86図 ,図版50)

X185Y252付 近に広がる南北方向のさくで,北端はS B33,東端は S B57と重複しており,C群の

東へやや振れるものと方向を同じくする。幅30cm～ 40cm,深 さ8 cm～ 15cmを沢1り ,埋土は灰黄掲色砂

質シルトや黒褐色砂質シル トで,さ くの間隔は30cm～ 70cmである。出土遺物にはS D4556か ら土師器 ,

S D4562か ら」三師器・須恵器, S D4564・ S D4570。 S D4580,S D4604か ら■師器, S D4615か ら

上自市器・須恵器, S D4617・ S D4628,S D4668か らELR市器, S D4673か ら須恵器, S D4679か ら土

師器, S D4923から須恵器 (282・ 283)。 土師器 (291)がある。

282は日径1lcmを測る須恵器杯 Gで , 7世紀第 4四半期のもの。283は杯 B。 底径 8 cmを測り,高台

は低 く断面四角形を呈する。 8世紀第 4四半期のものか。291は土師器奏。底径は6.4cmを 測り,内外

面ロクロナデ調整である。 8世紀代のもの。

E群 (第83,85,86図 ,図版31・ 48・ 50)

X185Y230付 近に広がる。ほぼ真北を向く南北方向のさくと東西方向のものが重複しており,新旧

関係では後者が新しい。南北方向のさくの東端はS B58に重複している。幅20cm～40c14,深 さ 5 cm～

12cm,埋土は灰黄褐色砂質シルトで,さ くの間隔は30cm～ 70cmである。東西方向のさくS D 5125か ら

須恵器・土師器・土錘 (273)。 加工板, S D 5160か ら須恵器・土師器 (270。 274)が出上し,南北方

向のさくS D5126・ S D 5173か ら須恵器, S D 5127・ S D5163・ S D 5177か ら土師器, S D5164か ら

土師器 (289), S D 5166,S D5167か ら土師器, S D5128,S D 5161・ S D5174か ら土師器・須恵器 ,

S D 5165か ら須恵器 (286)。 土師器 (290), S D 5172か ら須恵器・土師器・加工材が出上している。

270・ 2聖は土師器甕。270は内面ナデ,外面ハケメ調整である。274は 日縁部が屈曲し端部を上方に

引き上げ面をとり,内面カキメ調整,タト面は上部が縦方向のハケメ後カキメ調整,下部が横方向のハ

ケメ調整である。 8世紀代のもの。273は管状土錘。一端は欠損しているが,残存する端部は僅かに面

をとっている。289は土師器小甕で,日径9.9cmを 測る。体部はロクロナデ調整され,底部は静止糸切

り痕がみられる。口縁部内面と体部下部から底部にかけて煤が付着している。 8世紀後半のもの。286

は須恵器杯 B。 口径11.lmを測り,高台は断面四角形を呈する。底部外面にはヘラ記号「×」がある。

8世紀第 3四半期のもの。290は土師器奏。体部はロクロナデ調整で,体部内面中位に帯状に煤が付着

している。 9世紀代のものか。

F群 (第84・ 86図 ,図版31,48・ 50)

S D4355'S D4362の 西側,遺構の分布が粗なX185Y237付 近に広がる南北方向のさくで,東に約

30° 振れている。幅20cm～30硼,深 さ8 cm～ 20cmを 測り,埋土は炭化物が混じる褐灰色砂質シルトで

ある。さくの間隔は30cm～ 60cmである。出土遺物には S D4939。 S D4950'S D4953,S D4963か ら

土師器・須恵器, S D4941・ S D4954,S D4956。 S D4958か ら土師器, S D4957か ら土師器・土錘 ,

S D 4960か ら須恵器, S D4944か ら須恵器・土錘 (284), S D4964か ら土師器・須恵器 (285)・ 加工

板, S D4955から土師器・須恵器 (287), S D4962か ら土師器 (292・ 293)がある。

284は管状土錘。残存する端部は尖る。285は須恵器杯 B。 口径11.2cmを 測り,細 く低い高台が付き,

底部外面にはヘラ記号がある。 8世紀第 3四半期のもの。287は須恵器杯 B。 底径9.6cmを 測る大型品。

底部内面はロクロナデ後木口状のものでナデている。 8世紀第 3四半期のものか。292・ 293は土師器

甕。292は長胴の甕体部で,タト面は粗いタタキ後上部を横方向のハケメ調整,内面は上部にカキメ調整

代
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第80図 遺構実測図
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第82図 遺構実測図
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を施す。293は 口縁端部を欠損しているが,体部外面は上部に僅かに横方向のハケメを残し,ほぼ全面

を縦方向にヘラ削りし,内面はハケメ調整である。 8世紀～ 9世紀代のもの。

G群 (第86図 ,図版47)

X177Y250付 近を中心に広がり,南北方向のさくと東西方向のものが重複しており,新旧関係では

後者が新しい。 S B34～ S B45と 重複し,さ くの幅は30cm前後で,南北方向のものはD群 と同方向で

ある。出土遺物にはS D4649か ら土錘 (278・ 279)。 鉄淳 (280), S D4650か ら須恵器, S D4653・

S D4660か ら土師器・須恵器, S D4688か ら土師器, S D4689か ら土師器 。須恵器 (281), S D4702

から土師器・加工棒がある。

278・ 279は太形の管状土錘。端部は水平に面取 りしている。281は須恵器杯 A。 日径11。 6cm,器高

3.8cmを 測り,底部外面はヘラ切り後ナデ調整する。 8世紀第 1四半期のもの。

H群 (第 85。 86図 ,図版47・ 50)

S D 5378以北,X172Y220付 近の遺構が粗な地点に広がる南北方向のさくで,北西にはS B54,南

にはS B55がある。さくの幅30c14～ 60cm,さ くの間隔1.5m～ 2mを測る。出土遺物には S D 5306・

S D 5373。 S D 5374か ら土日市器, S D 5396か ら土師器 (272), S D 5398か ら土日雨器・須恵器 (288)が

ある。

272は土師器奏。口縁部は外傾し,口縁端部を上方に引き上げ内端部に僅かな段ができる。外端面は

面取りする。伝部は内外面ともハケメ調整で, 8世紀後半のもの。288は須恵器杯 B tt。 口径13.2cmを

測り,頂部はロクロ削りされ,日縁端部は九みをもった断面三角形を呈し,内端面にわずかな稜があ

る。内面は硯に転用されており墨痕がみられる。 8世紀第 3四半期のもの。 (中川道子 )

SD5125

Q
0                       1:3                     15cm

0              1:4             20cm

第85図 遺物実測図 鬱婢―
"3 1/3,〃

/ 1/4)
SD4377(所■) SD5125(野8) SD5160(瀕も ,瀕生) SD5396(瀕2)
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El地区畠 (第 71・ 87図 ,図版34)

El地区北側端で検出した南北方向のさく。S D5820～ S D5826,S D5828～ S D5830,S D5881・

S D5832。 S D5834～ S D 5841か らなり,幅25cm～ 30cm,さ く間隔は東側の狭い所で約30cm,東側の

広い所で約80cm～ lmである。埋土には炭化物が混じる暗灰黄色砂質シルトが主に堆積していた。遺

物は須恵器・土師器が出土している。 S D5839か らは8世紀第 3四半期の杯 B(240)が出上している。

(島田美佐子)

E2地区畠 (第 72・ 88～ 92・ 103図 ,図版32・ 35,36・ 49)

E2地区西端 (X■0～ 115Y190～205)で検出した川以東に広がる。検出したさくは間隔とその方

向等からA群～ I群の 9群に分ける。さく埋土からの出土遺物には,僅かではあるが 8世紀～ 9世紀

の須恵器・土師器・木製品がある。また,(株)古環境研究所によるプラントオパール分析の結果 ,
A・ H群のさく埋土からイネ,B群からキビ族が検出された。A群の数値が比較的高かった以外は低
い値であることから注1,栽培していた可能性より,敷き藁等の使用方法によるものと考えられる。

A群 (第 88。 91図 )

S D 5912～ S D 5918,S D5921～ S D 5923。 S D5925～ S D5927の 13条で構成され,さ くの幅40cm

～50cm,深さは平均20cm,さ くの間隔約1.4mで ,方位は北から東に約 8° 振れている。確認した長さ

は最長10mで ,約 50cmの 間隔をとって南北の 2ブロックに分かれている。埋土は暗灰黄色砂質シルト

で植物遺体が混じる。

B群 (第 72・ 88・ 91・ 103図 )

S D 5928。 S D 5930～ S D5932・ S D5934～ S D5939の 10条で構成され,さ くの幅30cm～40cm,深

さは平均10cm,さ くの間隔30cm～50cm,長さ12.5m前後である。方位は北から東に約 3° 振れている。

埋土は浅黄色砂質シルトが混じる暗灰黄色砂質シルトである。

C群 (第 72・ 88・ 89・ 91図 ,図版32。 49)

S D5M6～ S D5949・ S D5970～ S D5972の 7条で構成され,B・ D群より古い。さくの幅は約30

cm,深さ平均10cm,さ くの間隔50cm～ lm,長 さは最長■m,方位は北から西に約70° 振れている。

埋土は浅責色砂質シルトが多く混じる暗灰責色砂質シルトである。

D群 (第89～ 92図 )

S D5967。 S D5979～ S D5981・ S D5986の 5条で構成され,E群より古く,C群より新しいと考

える。さくの幅約40cm,深 さ平均15cm,さ くの間隔 lm～ 1.7m,長 さは最長12m,方位は北から東ヘ

約25° 振れている。埋土は暗灰責色砂質シルトである。

E群 (第89～ 92図 )

S D 5982,S D 5984。 S D5985。 S D 5987・ S D5990。 S D5995。 S D5996・ S D5998の 8条で構

成され,D群より新しい。また, S D6000と の切り合いからF群より新しい。さくの幅は約30cm,深

さ約10c14を 測る。さくの間隔はS D5990の東西が広く,東へ約250cmで 4条のさくが約60cm間 隔で,西

は3m離れて 3条のさくが lm間隔で並ぶ。さくの長さは最長14mで ,方位は北から東に約 3° 振れ

ている。埋土は黄灰色砂質シルトが主で暗灰黄色砂質シルトがブロック状に混 じる。

F群 (第89。 90・ 92図 )

S D5988・ S D5989・ S D5991・ S D5993・ S D 5994・ S D6004の 6条で構成されるが,S D5989

はS D6004と つながる可能性がある。 S D6000と の切り合いからD・ E群 より古い。。さくの幅約25cm,

深さ平均 6 cm,さ くの間隔約60cm,長さ10m前後,方位は北から東に 5° 振れている。埋土は暗灰黄

f」を
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色砂質シルトである。

G群 (第 89。 90・ 92図 )

S D6007・ S D6010・  S D6023・  S D6027・  S D6028・  S D6055, S D6057・  S D6059・  S D6077

の 9条で構成され,E・ H・ I群 より古い。さくの幅約50cm,深さ平均10cmを測る。 S D6010と SD

6055と の間隔は3.5mと 大きいが,その他のさくの間隔は lm～ 1.5mで ある。長さは最長9.5m,方位

は北から東に約30° 振れている。埋土は暗灰責色砂質シルトである。

H群 (第 90・ 92図 )

S D6017・ S D6039～ S D6041・ S D6101の 5条で構成され, S D6081と の切り合いからG群より

新しく, I群 より古い。さくの幅30cm～50cm,深さ約10clll,さ くの間隔は狭いところで20cm,広いと

ころで lmを測る。さくの長さは約 6m,方位は北から西へ約40° 振れている。埋土は暗灰黄色砂質

シル トである。

I群 (第 90。 92図 )

S D6042～ S D6046・ S D6049～ S D6052の 9条で構成され,G・ H群より新しい。さくの幅40cln

前後,深 さは平均10cm,さ くの間隔約50cm,長さは最長1lm,方位は北から西へ約40° 振れている。

坦土は暗灰黄色砂質シルトである。                       (中 川道子)

注1 第三分冊 古環境研究所 「V富山県、石名田木舟遺跡における自然科学分析」を参照。
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第87図 遺構実測図
SD5820～ SD5825
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SD5835
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第38図 遺構実測図
SD5910。 SD5912～ SD5918・ SD5920～ SD5932・ SD5934～ SD5939・ SD5943・ SD5944。 SD5947～ SD5949
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